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まえがき

1995年7月1 Fiから7月15[ほでの約2週間､ 11i･'_友商事(秩)の日中春陽氏(現地参加)とともに

パプアニューギニア同において､農業･農村総合開発事業のプロジェクト･ファインデイング調査を

実施した｡

パプアニューギニアは1975年9)-Jに独､ソニしたイギリス女-i:.をノ亡旨と仰ぐ立憲君主国である｡国民の

800/.は自給･半郎斧農耕に生計を依存している｡急峻な山岳､広人な湿地帯､散在する島々等の地理

的制約から､空路を除く交通網が未発達であり､都市､集落は小規模かつ分散している｡この小規模

分散性が､貨幣経済の地方への浸透を妨げ､物資輸送のコスト高､国内製造業の未発達の原因となっ

ている｡農業は自給FJ_-_1足農業と商品作物農業(コーヒー､ココア､コプラ､ゴム､パームオイル等)

とが混在しているのが特徴である｡国際市況の長期低迷から商品作物は1980年代以降停滞を続けてい

る｡このため､コーヒ-､ココア､コプラ､パームオイルについては､生産者所得の安定を図るため

の安定化基金が設けられている｡米等の穀物類の生産は少なく､大半を輸入に依存している｡従来､

パプアニューギニア政府の農業政策は商品作物農業に重点が置かれており､穀物･米等の食糧生産は

二の次にされてきた｡しかし､最近は方針を変更し､食糧輸入のための外貨の節減､国民の栄養改善

等の見地から､食糧生産にも重点が置かれている｡

今回の調査は､農牧省の要請により､稲作を軸とした農村総合開発を対象として､ラバウル､エラッ

プ､ベレイナおよびマプリックの4地区を調査した｡最初に訪問したラバウル地区はニューブリテン

島の東北端に位置し､ 1994年9月19[二1の火I_′Ij噴火によりrh一街地は壊滅状態となっている｡ 50,000人を

超える被災民が難民として近隣の保護センターに避難している｡難民の一部は首都ポートモレスビ

ー､ラエ等の都市部に流出しており,最近の治安悪化の原因の一一つといわれている｡復旧事業は都市､
空港､道路などのインフラ整備が優先されており､農村部､難民センターなどへの対策は遅れている｡

また､農業関係資料の多くも消失しており､難民センター､農村部の資料･情報はほとんど整理され

ていない.難民センタ-の農村整嘩を含めたラバウル地区農村総合復旧計画の緊急性､プライオリティ

ーは非常に高いといえる｡

その他の3地区は首都のあるニューギニア本島に位置し､農牧省(DAL)直轄の農業試験場があり,

米栽培を普及している地区である｡ 3地l束とも地形､気象､一土壌などの面で､水稲栽培に対し高いポ

テンシャルを有しているが､地域住民の低い労働意欲､農牧省農業試験場の資機材の老朽化､支援サ

ービスの不足から､普及活動は停滞している｡普及活動を効率的に推進させるには農業試験場の整備
が急務である｡ 3地区の中では木曽及活動の本部としての機能を果たしているエラツプ農業試験場が

要員､用地､治安などの面から整備計画の優先度が高い｡

パプアニューギニアを自国米の大きな市場と位置付けているオーストラリア政府の外圧にも負けず､

西暦2020年までに米の自給を達成しようとする農牧省関係者の米栽培にかける熱意は大きい｡今後､

この可能性を高めていくには､農民に対する農業経常､農業労働に対する意識改革を促す農民教育､

普及活動が肝要である｡

最後に､今回のプロジェクト･ファインデイング調査に､ご指導､ご協力いただいた､在パプアニュ

-ギニア日本大使館､国際協)J事業[.i.]パプアニューギニア事務所および現地政府機関の関係者の皆様

に感謝の意を表します｡

1995年9月 調査団長

松本 真一郎



I

I

I



与∴仁ラー、●一丁†し地lく

川直川巨－り：什けさj圧．．・付十J

か吋とrl・く、軋川州g川Hl

尤：l：＿机il晰吊よ与い

写真1：ラバウル地区
州政府の米作開発計画の水源となるWaragoi。
流量観測所はない。
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写真2：ラバ宇r地区
ラバウル地区近郊の農産物市場。
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写真3：ラバウル地区
難民センターの居住区。飲料
水は雨水貯留で、乾期は生活
川水が不足している。
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写真4：ラバウル地区
1994年9月19日に噴火した
Vulan山。山麓を走っていた。
国道は完全に埋没している。
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写真5：ラバウル地区
噴火により、壊滅地区被害を受
けたラバウル市街。火山灰の
重量で圧壊下建物が多い。
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写真6：ラバウル地区
Warangoi川沿いにあるOISCA
研修農場。日本米が栽培され
ている。
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写真７：エラップ地区
エラップ農業試験場の施設と
機材
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写真８：エラップ地区
エラップ農業試験場の種子生
産農場予定地。潅漑川の井戸
は整備されている。
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写真9：エラップ農業試験場近郊の
陸稲栽培地区
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写真10：エラップ地区
エアラップ地区の農業風景
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写真11：エラップ地区
エラップ地区の農産物市場。
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写真12：Trukaiライス
首都ポートモレスビーで販売
されているオーストララか
らの輸入埋1kg＝約60円。
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打郡からぺレイナ地区へ両う

回通約いのゴム罠欄l芯

写真13：ベレイナ地区
首都からベレイナ地区へ向う
国道沿いのゴム農園

′Jj頂lきニペレ仁仁地巨
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写真14：ベレウナ地区
農牧省直轄の農業試験場の
穀物倉庫。
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木川川瑚根である。

写真15：マブリック地区
マブリック地区を流れるSeoik川。
米作地域のほんの一部で、ほとんど
未利用の状態である。
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2.

調査の背景

弊社は昭利57年度にパプアニューギニア同(PNG)の米作開発プロジェクトのプロジェク

トファインデイングを実施している｡調査地域の米作開･発のポテンシャルは非常に高く有

望と思われたが､ pNGの故人援助l主1であるオーストラT)ア政肘との米に関する輸入協定､

tied-aidを受けないとする)j針等から､実施につながらなかった.

pNGをl~:1l=良】産米の市場と1:/:置づけているオーストラリア政射に対する遠慮から商品作物開

発に毛!:､-こを置いていたpNG政咋fも､近年は､魚糧輸入のための外貨節減､国民の栄養改善

などの見地から食糧年り妾にも車,..'iを置くようになり､農牧省は積極的に米作開発を推進し

ようとドナ1qを探している状況に変化してきたc

このような背景から､ ｢ラバウル地【束稲作パイロットファ-ム建設計画｣は東ニュープリ

ティン州政府の′ト規模農家稲作開発事業の一一環として発生してきた案件である｡また､

｢ニューギニア島小規模農村総介開発計画｣も農牧省食糧管理局直轄のエラツプ､ベレイ

ナ､マプ1)ックの農業試験場が推進している穀物･米開発計画の一環として発生Lてきた

案件である｡

ヒ記2案件の名称は現地調査時において､ ｢ラバウル地[ヌ.稲作パイロットファーム建設計

画｣は昨年の火IhP員火の関係から｢ラバウル農村総合復旧計画｣に､ ｢ニューギニア島小

規模農村総合開発計画｣はpIPプロジェクトへの登録の関係から農牧省の意向で既に督録

済の｢パプアニューーギニア穀物･未開発強化計内｣に改称した｡

パブ7ニューギニア国の8t要

～.1
一般指標

面積:

人し]:

人Ll密度:

首都:

･人当り国民総生産
為替レート:

46.2Jjkm2 (日本の約1.25倍)

377.2Jj人

8人/km2 (1991)

ポートモレスビー(199O牛の人｢~~l : 17.4万人)

詫2Oドル(1992)

1ドル=0.955キナ(1990)

～.2 政治･行政･外交

PNGは､オー-ーストラT)アロ治領から1975 年に独J_ン'_し､英連邦に加盟したイギT)ス女王

を元Fi-と仰(7/A_憲君主同家で､ ;/-_法､行政､ l-1]法の_--1権分i7_別の民主-一巨義国家である｡元
首のエl)ザベス女r.は総督､削臼及び閣僚の任免､条約の批准などの権限を有している｡

総督は元首の権限､義務などに係わる同車行為を代子j.･する.総督はパプアニューギニア人

の候補者の巾から､国会議員の投票で選ばれ､任期は6年である｡議会は二l.院制で任期は

5年である｡

PNGは従来オーストラリア､イギリスなどの酬則諸国との関係が深く､特にオーストラ

l)アは1H宗Ii:.田であり､財政援助を受けている関係_i-_きわめて緊密な関係にあるが､最近

は日本との関係強化にも熱心に取り組んでいる｡

-
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Z.3 国土･地勢･気候

pNGは､オーストラリア北方､赤道の真南に位置するニューギニア島の東半分(西半分は

インドネシア領のイリアンジヤ｢7)
､ニューブリテン島､ニューアイランド島､ブーゲン

ビル島など大小1方余の島々からなり､ニュ-ギニア島の中央部に3,000mから4,500mの高

山地帯がある｡気候は中央山岳地帯及び南部を除き､熱帯雨林気候に属し､ 12月から 4

月にかけて北西ないし何のモンスーンが吹き､ 5J~Jから10月にかけて南東の貿易風が卓越

している｡平均気温は沿jLr!:那と山岳部とでかなり異なるが沿岸部では最低20-25度､最高

30-35度で年格差はほとんどない｡降雨量はパプア湾側のデルタ地帯では年間5,000mmを超

え､ 7,000mmに通する他界的多雨地帯となっているが全島平均では 2,000mm程度である｡

ただし､打都ポートモレスビーは熱帯サバンナ地帯にあり､年間降雨量は1,200mm前後

である｡首都の月別の11''一均気温､降雨量､平均湿度はF表のとおりである｡

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7)-I 8月 9月 10月 lュ月 lュ月

平均気温(皮) 27.6 27.3 27.3 26.9 25.4 26.2 25.8 26.1 26.5 27.2 27.5 27.7

降雨量(mm) 150 194 170 173 4ー 31 12 37 53 20 97 164

平均湿度(皮) 76 78 78 81 86 78 76 74 73 76 73 74

2.4 民族･宗教･言幕

住民はメラネシア系のパプア放とメラネシア放で構成されている｡ PNGには500の部族が

おり､部族意識､地域意識が強く､地域的利害をめぐり､対vL_･抗争が激しい｡宗教はキ

リスト教が広く普及しているが､部族固有の祖先崇拝や霊魂崇拝などの原始宗教が根強く

残っている｡言語は公用語が英語で､共通語がpidginEnglishとHiri Motuである｡全国では

700以上の異なる言語が使われている｡

部族の構成員は部族共同体い7ン･トーク)の- ･員として親戚､部族全体の利益擁護のた
めの団結意識が強く､相Ll1.扶助の伝統的慣習が根強く残っている｡部族は長老を指導者と

して統制され､村落共同体の平等無差別社会を構成している｡土地の大部分は部族の共有

制(customary Land)で､国ヒの95%以上が村落共同体の保有となっており､これを共同体以
外の者が使用または譲渡する場合､共同体構成員全員の同意が必要である｡このため､政

府の開発プロジェクトの多くはこの土地問題で妨げられ､経済発展の阻害要因となってい

る｡

～.5 経 済

PNGは急峻なl_I_l岳､広人な湿地帯､散在する島々などの地理的制約から､空路を除く交

通網が未発達であり､都市､集落は′ト規模かつ分散している｡この小規模分散性が貨幣経

済の地方への浸透を妨げ､物資輸送のコスト高､国内製造業の未発達の原因となっている｡

また､ほとんどの消費物資を輸人に依存し､国内の物価高､ひいては高賃金をもたらして

いる｡さらに､技術､資本などの外国依存､ l二述の慣習的な土地所有制度(国土の95%は

部族所有)に起因する問題も抱えている｡
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PNGの経済構造は都Fi)-部の貨幣鮮満と村落部の自給自足経済という 二重構造が特徴であ

るが､同氏の過半数は[Tl間的な半iI~川合経済(食糧などは自給､一増15現金収人)に属してい

るo貨幣経済E･よ鉱業(銅､金)および農林業(コーヒー､ココア､木材)に依存している｡

1988年のiL-.要輸け;人品[~】はI(表のとおりである｡

輸出古占H 金額(t!l-ノjキナ) 輸人品L-] 金額(百方キナ)

鍋 446.9 機械製占占 424.6

金 405.1
_ー二葉製品

206.7

コーヒー ll:～.5 食用動物 18l.8

林産物 97.5 燃料､潤滑油 106.8

ココア 46.0 化学製品 84.4

パームオイル 32.9 飲料､タバコ 15.5

その他 114.2 その他 113.7

合計 1,256.1 合計 1,133.5

また､ 1989年の経済部門別の[fl内船生産はト表のとおりである｡

部門 金額(百万キナ) 割合(%)

農林水産業 856.3 28.4

鉱業ー採イ_f業 352.7 ll.7

製造業 336.9 ll.2

電気.ガス.水道 49.0 1.6

建設業 1613 5.4

卸ー′ト売サービス 296.2 9.8

運輸.倉庫.通信 163,5 5.4

金融.保険.不動産 l72.9 5.7

その他 624.9 20.8

GDP 3,013.7 100.0

～.6 財 政

PNGの国家財政の特徴は､独t:!二以来､旧宗i三国であるオーストラリアの財政無償援助に

人きく依存していることであるが､年々削減されており､国家予算に占める同援助の比率

は1977年の41%から90年のⅠ4%まで低下している｡このため､政府は外国援助ソースの多

角化に努力している｡
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2.7 公共投資計画(1995-1999)

大蔵･計画省が1995年3 J=こ発表した経済開発政策と公共投資計画(1995-1999)を人手した｡

農業･畜産部門の開発政策および公兵投資計画の内容は付属資料(E) L･こ示すとおりであ
る｡

～.8 最近のオーストラリア政府の対PNG援助政策

最近のオーストラリア政府のパプアニューギニア援助案件は添付資料(ド)に示すとおり

で､事業実施案作から白岡技術者､教員等の人材派遣に重点が移っており､資金環流､自

国民の就業機会の創出が真にあると伺える｡

～.9 TRLIKAl lNDUSTRIES PTY. LTD.

3.

TRUKAI INDUSTIES PTY. LTD.はパプアニュ-ギニアでTRUKAI RICEのブランド名でオ

ーストラリアからの輸入米を ヰに取り扱っているオーストラリアとpNG出資の会社で､

会社設立の経緯は下記のとおりである｡ PNGでの稲作も事業内容の一つにしているが､

基本的にはオーストラリア米のマーケットの安定確保が目的であるため､本格的に着手し

ていない｡現在､ TRUKAIライスは1キロ約65門前後で市販されている｡

1970年2.月17 i-1 RICEGROWER-AUSTRALIA PTY. LTD.

1971年12月23fl RICE INDUSTRIES PTY. LTD.

1994年7月26[-I TRUKAlINDUSTRIES PTY. LTD.

パプアニューギニア国の農業事情

PNG農業において農業の占める役割は非常に大きく､ pNG全人口の約85%が農業(水産､

林業も含む)に依存し､農業生産額(1981-86年平均)は輸出額の35%､ GDPの400/oを占め

ている｡農業は自給自足農業と商品作物農業が混在しているのが特徴である｡

商品作物農業としては､コーヒー､ココア､コプラ､ゴム､茶､パームオイル､除虫菊な

どが栽培されており､ほとんどが輸出用である｡なお､コーヒー､ココア､コプラ､パ

ームオイルについては､ /_l二産者所得の'&'-走を図るための安定化基金(stabilizationFund)が設

けられている｡自給白足農業の住民は根菜類から得られるデンプンを主食糧とし､サツマ

イモ､タロイモ､ヤムイモ､キャッサバなどを栽培している｡近年は米の生産が増大して

おり､その他に漁業､狩猟に依存している｡

1989年に政府は小規模生産者を中心とした農業振興を図るための新農業政策を発表し､ア

ジア開発銀行の援助資金を導人し､政策･制度的な構造調整を含む｢農業開発計画｣を進

めている｡

FAO資料によれば､ pNGのL地利用;状況(1988)は下~表のとおりで国土の大部分は森林で､

商品作物には倖1 %程度の国一卜が利用されているのみである｡ただし､国__1二の15%で焼畑

農業が行われていると推測されている｡
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l大分 面積(1000ha) 割合(%)

耕地面積 33 0.1

永年作物 355 0.8

永年牧草地 84 0.2

森林[bA積 38,230 84.4

その他 6,584 14.5

合計(陸地面積) 45,286 100.0

pNGの米の生産は農家の自家消費に回されるため､統計資料が整備されていないが､国内

生産量は年間1,000-2,000トン程度で､国内消費の大半は輸入米である｡最近の人口､生産

と消費量は~F衷のとおりである｡

年度 人l二r(†一人) 生産量(ton) 消費量(ton)

1990 3,700 1,500 l44,000

1りL)1 3,789 1,500 147,771

1992 3,88O 1,500 151,320

1993 3,973 1,500 154,947

1994 4,068 1,500 158,652
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ラバウル農村総合復旧計画



4. ラバウル農村抱合復旧計画

4.1 事業の背景

パプアニュ-ギニア(PNG)における農業部門の役割は人きく､乍人1_~二†の800/.が農業に依

存しているとともに､ GDPの3割を占めている｡ pNG農業は自給自足農業と商品作物農業

とが削†三しているのが特徴である｡自給巨l足農業は前近代的な伝統的農業で､その実態は

嬢計数量に反映されていない｡

ラバウル地[_ii_での商品作物はココアとココナツが中心であるが､近年は国際市況の低迷か

ら停滞を続けている｡ ･ノ∴ 1994年9)-j19Hの火F_[JF墳火により､ラバウル市街は壊滅的被

害を受け､約5O,OOO人の被災比がJ#J辺の農村部に難民として流出し､地域経済､治安状況

は著しく悪化している｡

本計画は火山噴火で荒廃したラバウル地L大の農村総合整備を行い,地域経済の括惟化と民

生､治安状況の改善を図るものである｡

4.2 地区社章

州都ラバウルはニューブリテン島の東北端に位置し､旧火｢1にできた天然の良港を有する

PNG第5位の都市である｡第2次世界人戦時のH本草基地として有名なところで､現在も

戦跡ツアーでt]本人が時々訪れているo
一一方､火Lhの町としても有名で､度々噴火の被害

を受けているo最近では､ 1994年9F]19L]シンプソン湾のVulcan山とTavu,vur山の2つの

火山が同時に噴火し､ラバウル市街地は壊滅的被害を受けている(図4.1参照)
｡周辺農

村部も相Il'7の被害を,受けているが､止確な調査は行われていない｡

50,000人以｢二の地域化民が被災し､ Gazelle半島の33ケ所の臨時難民センターに避難した｡

政府は難民の人植地として､ 100haの国有地と300haの農園を用意し､これまで､ 20,000人

が入植しているといわれている｡しかし､難民センターの生活環境はあまり整備されてお

らず､元の作ft引二威-)たものや他の大都市に流汁'.Lたものも多く､実態は正確に把握され

ていない｡最近の都~む部での治安の悪化はラバウルからの難民が原閃ともいわれている｡

ラバウル市街地および都市インフラ施設についてはオ-ストラリアADABが調査を行い､

復旧計画が提案されている｡ AIDABの調査対象は次のとおりである｡

港湾､通路､空港､トト水道

電力､電信電話､テレビ

教育､保健､ r夷療

Ii]家および川政和などの公共機関

商業施設および作宅

ラバウル地域の農業はココアとココナツの商品作物が中心である｡生産面積､生産量など

は州政和の資料が噴火によりすべて消失したということで人手できなかった｡本地区は年

間降雨量2,000mmと降雨に恵まれており､州政府は稲作普及に力を入れている｡州政府の

要請を受け､ warangoi地lメェで[7本のNGO団体であるOISCA産業開発協力団のラバウル研修

センターが地域農民に稲作の指導を行っているoこの研修センタ-にも難民の一部が住み

着いている｡ oISCA研修農場では､現在[I本末(コシヒか)､初霜､黄金晴)および台湾

米の有機農法による栽培を研修生に指導している｡州政府はこの研修センターの対岸地区
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を水田に開発し､難民や研修センターの卒業生などを人植させたい意向をもっている｡気

象､上境､乾期のWarangoi川の流量などから水田適地と判断されるが､問題i･ま洪水である｡

現地での聞取りによれば､牛1[[JJは冠水しており､事業化に対しては洪水対策を検討する

必要がある｡

ラバウル地域の農業開発はEast New Britain州政府の第一次産業部(DPI)が担当している｡州

政府の組織は図4.2 に)J;すとおりである｡ DPIは現在ラバウルからvunadidir地区に事務

所を移転している｡農業研究機関としては､ Keravat地区に農牧省の低地農業試験場

(Lowland Agriculture Experiment Station)とパプアニューギニアココア･ココナツ研究所があ

る｡この2つの試験場は隣接している｡

4.3 計画社章

(1) ?査の目的

調査地域の農業はココア､ココナツの商品作物が中心であるが､近年の国際市況の低迷か

ら停滞ぎみである｡一方､ 1994年9月の火山噴火によりラバウル市街は壊滅的被害を受け､

50,000人の被災民がラバウル近郊の難民センターに避難している｡復旧活動の中心はニュ

-タウン､道路､空港,保健･医療等に重点が置かれているため､貧困層の多い難民セン
タ-や農村部の復興は後[n)しの状況にある｡本調査は火山噴火後の農業･農村の実情を把

握し､農村復興に何が必要であるかを調査し､都市部の復旧計画と調和のとれた農村総合

開発計画のマスタ-プランを作成､その中の最優先プロジェクトについてフィージビイリ

ティスタディを行う｡

(2) jq査内容

調査対象地域は降4. 3に示す約100,000haである｡これらの地域は1/50,000地形図でカバ

-されているので､特に地形I架｣を作成する必要はない.開発事業の内容としては以下のプ
ロジェクトが想定される｡

一 農村基盤整備計画(特に難民センターの生活環境の改善を図るための農村給水､農道､

粂会場等の整備)

一 難民入植地農地整備計画

一
稲作開発計画

一 農業多様化計画

一 農産物流通･加,_l二計画

一 農民支援･農民組織強化計画

- 環境保全計画

調査は､フェーズⅠ､フェーズⅢ､フェ-ズⅢの3段階に分けて実施する｡各フェーズで

の調香内容は次のとおりとする｡

l)フェーズl :インベントリー調査

開発計画策走に必要な基礎資料が不足している｡関連公共機関が保有していた資料は噴火

により､焼失しているものが多く､資料収集は通常の調査より労苦を強いられると予想さ

れる｡マスタ--プランに先､r[.ち､資料収集･解析のためのインベントリー調査を行う｡
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2)フェーズIl :マスタープラン

フェーズⅠのインベント.)-調査成果を受けて､マスタ-プランを行う｡

a) 調香対象地域の硯状分析(気象､水文､地質､ f･.壌､
-ヒ地利用､農業､農村社会基

盤､難民センター､港概･排水､環境､経済･社会､関連開発計画等)

b) 稲作開発調査

c) リモ-トセンシング調査(ランドサット衛星画像により噴火による被災状況､火山

灰の影響範囲､噴火前後の卜地利用状況などを調査する｡ )

ゆ 開発制約安国と開発ポテンシャルの検討

e) 農村総合復旧計画マスタ-プランの作成

3)フェーズ=:フィージビリティスタディ

フェーズⅠⅠのマスタープランの中で選定された優先プロジェクトについてフィージビリティ

調査を実施する｡

4.4 抱合所見

本計画(農村総合復旧計画)は､ラバウル噴火被災民の生活環境の改善､民生の安定等の

観点から緊急惟の非常に高い｡国家開発計画(公共投資計画:pIP1995-1999)において農牧

省が重要課題としている食糧増産及び小農育成の面からも優先度の高い計画である｡東ニュ

-プリティン州政府は､小規模農家の所得向上､栄養改善､難民入植地開拓を目的に､小
規模農家稲作開発を計画している｡本計画はこの開発計画も包含するものであり､東ニュ

~プリティン州政府は､日本政府の技術･経済協力による本計画の実現を期待している｡

<社会的可能性>

PNG政府(農牧省)はオーストラリアからの輸入米に依存する環状からの脱却を図るた

め､自国米の増産を推進している｡本計画の調査地域内のWarangoi川流域の水田開発は有

望であり､国の農業政策との整合性も高い｡

貧困層の多い被災難民の生活環境の改善と就業機会の創出を図る本事業の優先度は非常に

高い｡また､首都ポートモレスビーやラエなどの都市部に流出した難民を故郷に呼び返し

都市部の荒廃した治安状況の改善を図る観点からも社会性の高い計画である｡

<技術的可能性>

調査地域は､気象､土壌､地形等の自然条作において稲作開発のポテンシャルは非常に高

い｡また､栽培に手間がかかるため勤労意欲の低いPNGには､あまり普及していない稲

作であるが､ラバウル地域は旧[】本軍が稲作栽培を行っていること､近年の日本のNGO

(オイスカ産業開発協力団)による水稲栽培技術の指導等により､水稲栽培に体する地域

農民の理解l･ま非常に高いo

稲作のパイロットファームの位置として､州政府はwarangoiのOISCA研修農場の対岸を考

えているが､雨期の冠水が懸念される｡聞取り調査によると年1回程度は冠水し､
5年に

1回程度は洪水に見舞われている｡計画に際しては､洪水解析,洪水対策が肝要である｡
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図4.2 EAST NEW BRITAIN 州の組織図
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図4．3・　ラバウル農村総合復旧計西の講査対象地域図
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パプアニューギニア穀物･米開発強化計画
(エラツプ穀物･米開発センター整備計画)



5. パプアニューギニア穀物･米開発強化計画

5.1 事業の背景

本計画は農牧省が19884r:-から推進している｢穀物･米開発計画｣を強化･支援するもので

ある｡ ｢穀物･米開発計画｣の事業対象地域はMorobe,Central,EastSepik, Gulf, Milne

Bay, Madaロ, EastNewBritainの6州が対象となっている｡本計画は特に農牧省が重点を置

いているMorobe州のErap農業試験場､ central州のBereina農業試験場､ East Sepik州のMaprik

農業試験場の強化を行うものである｡

5.Z 事業計画地区の現況

(1)エラップ地区(ERAP)

エラップ地区はMorobe州に属し, pNG第2の都市である州都LAEの西方約40kmに位置して

いる(図 5.1参照)
｡交通の便は良く､

LAEから舗装道路が通じているとともに､ LAE空

港にも至近距離に位置している｡調査地域はMark血am川流域の平坦な地形で､水田開発の

ポテンシャルが非常に高い｡しかし､未利用のまま放置されている土地が非常に多い｡降

雨量は比較的少か､地域で年間降雨蔓は1,200mm前後である｡月別降雨量は図5.2のとお

りである｡

エラツプには農牧省の農業試験場があり､農牧省が推進している穀物･米開発計画の推進

本部としての役割を手fl.っている｡エラップ農業試験場の組織は図5.6のとおりで､下記の

3事業の開発･研究･普及を行っている｡

一 穀物･米開発計画

一 園芸作物開発計画

一 畜産開発計画(牛､山羊)

試験場のスタッフは比較的そろっており､ IRRIで働いていた外人技術者(2名)も含めて､

36名が働いている｡しかし､設備･資機材は老朽化･不足しているものが目立つ｡ 1994お

よび1995年は政府予算の不足から､種モミの生産･配布などの支援サービスの不足から米

の栽培面積は減少しているとのことであった｡

(～)ベレイナ地区(BREINA)

ベレイナ地区はcentra州に属し､首都ポ-トモレスビ-から西北約150kmに位置している

(図5.3参照)
｡首都から途中までアスファルト舗装が続くが､残りは未舗装の悪路で､

乾期は片道3時間､雨期は5時間以上かかる｡比較的米作が盛んな地域でBreinaRiceのブ

ランドをもっている｡

ベレイナの米作プロジェクトは資金不足から10年前に放棄されていたものを農牧省が1989

年に再開したものである｡再開後の農牧省(DAL)の基本方針ほ､小規模天水田の稲作農

家に機械化農業を普及するものである｡ベレイナには農牧省直轄の農業試験場があり､穀

物倉庫､精米機などが設帯されており､米栽培の支援活動を行っている｡農業試験場には

10名の農牧省スタッフが常駐し､州政府の関係者と普及活動を行っている｡
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最近の生産状況はl:真のとおりである｡

年度 栽培農家数 栽培面積(ha) 生産量(ton)

l9吊9/90 5 55

l99O/91 29 90 165

l991/92 39 152 270

l992/93 151
a/a

エラップ地【2(とl司様にIT-貸小)iのため､今年の木の栽培面積は少ないとのことであった｡

(3)マフリック地区(MAPRIK)

マプリック地区はEastSepik州に属し､州都wEWAKから西方約100kmに位置している(図

5.4参照) ｡ ･都区間は舗装されているが､道路事情は悪く片道3時間を要した｡雨期は

4時間以t二かかるとのことである｡マプリップにも農牧省直轄の農業試験場があF)､米作

の普及活動を推進している｡

マプT)ック地区の米作は1975年の独;I_-.以来､州政府(DESP)が推進してきた｡ 1989年農

牧省の''Grain& Rice Development Programme'-の-
∵環として--Maprik

Rice Development

Project:MRDP''が開始された｡ MRDPはRoma, WoseraおよびHay丘eldの3つ米作地区を管轄

している｡ MRDPは9名のスタッフで運営されている｡

1975年以降の米の生産量は卜長のとおりである｡

年度 ′ヒ度量(ton) 年度 生産量(ton)

l979 250 l986 47

1980 520 1987 18

1981 189 l988 117

1982 1,003 l989 195

l983 342 1990 420

1984 315 199l 518

1985 85

_13-



5.3 計画概要

(1)事業の目的

｢パプアニューギニア穀物･米開発強化計l申｣のH的は､農牧省が1988年から推進してい

る｢穀物･米開発計何■｣を強化･支援するものである｡ ｢穀物･米開発計画｣の事業推進

機関となっている農牧省のエラップ,ベレイナ及びマプリックの農業試験場を強化し､

｢穀物･米開発計1hi｣の卜i-Llの[=票の達成をlズ｣るo

地)jでの食指/I:_I)I:A-_の拡人により､食指輸人のための外貨の節減を図るo

穀物､米､ピーナツおよび畜産農家の抱える開発制約要因を調査し､合理的生産

)j法を開発する｡

/i:_産量の調食･集計と∠1:_産農家への支援サービスを行う｡

事業地区のインフラストラクチャーを整備する｡

事業地Ij(-_の/I:.産ポテンシャルを;/-.証するとともに､I-_F:ト内外の市場を開発する｡

(2) 事業実施機関

事業実施機関は農牧省氏程管制.1とエラツプ農業試験場とする｡農牧省および事業実施機

関の組織l実=ま､図 5.5および図 5.6にホすとおりである｡

(3)事業内容

事業はriill祭援助機関の無償資金協)Jにより実施するフェーズⅠと､パプアニューギニア政

府がl三]助努ノJで実施するフェー-ズILに分けられるo

l)フェーズl

｢穀物.米開発強化[='il-[叫｣の事業/ji施機関の本部して位置付けられているエラップ農業試

験場の施設･機材を整備し､エラツプ穀物t米開発センターを設立する｡事業内容は次の

とおりである｡

a)エラソプ穀物･木開発センター-の施設･機材の整備

圃場整備: 穐(-'ト:_産農場(10ha)とデモンストレ-ション農場(5ha)の整備

建築施設: 本館､穐j'･Ql'3:威樺､穀物･肥料倉庫､寄栢舎､車庫､ ｢7-クショップ等で

配置は図5.7参照

機ネオ #_親機器､精米機､種f･処理用機材､教育用資機材､農機､車両等､

b)ベレイナ､マプリック農業試験場の機材整備

･ト型精米機､農機､車両等の機材を配備する｡

～)フェーズIl

フェ-ズIlでは､ pNGのL′1L1発令により､ベレイナおよびマプリック農業試験場の農場お

よび建築物の整備を行う｡

-
14-



5.4 抱合所見

パプアニューギニアIklの農業の特徴は白給R足型農業(食糧/i:_産)と商品作物農業(コ

-ヒー､ココア､コプラ等)とが混在していることである｡従来の政府の農業政策は商品
作物農業に垂ノ.チまが置かれ､=給｢1)⊥巧L].の食糧!L産附'tJは2の次とされていた｡このため､

国民のi:.安食糧である米､麦の人､トは輸人に依存しており､人口増につれて輸入量は増加

傾向である｡したが-'て､輸人農産物に対する外貨節約､国民の栄養改善の見地から､食

糧(穀物･米)勺:_産の拡人が緊急課題となり､政府も食糧生産に重点を置くようになった｡

かかる状況から､農牧省は穀物･米開発計向を1988/LI-:-からスタートさせた｡本計画は､政

府の政策とも分致し､時'rl(_を得たものである｡規fl:_､農牧省は､エラツプ､ベレイナ､マ

プリックの直轄農場を事業実施の最前線基地として､ IRRI品種の普及事業を展開している｡

しかし､施設の老朽化､保有機材の不足により､事業の進展は遅れている｡

現在､日本の農業普及に関わる協ノ｣は､ NGOの01SCAがラバウルで行っているのみである｡

農牧省は､ H本の小規模経常が1f:_流である稲作技術が､同様な状況にある同国にとって最

も参考となるものと期待しており､我が国からの本分野に対する日本政府の協力を強く望

んでいる｡本計画は同国の農業発展に人きく貞献するものであり､日本の協力プロジェク

トとして適当なものであると思われる｡

エラップ地区ほ3地[*.の中で､用地､治安､維持管理体制などの受け入れ体制が最も進ん

でいるとともに､ PNG第2のLAE巾からも近く展示効果も高い｡加えて､水門開発のポ

テンシャルの高いMakham ValLy-､-Li一野への波及効果が期待される｡

-]5-
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図5-3 ベレイナ地区調査位置図
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図5.4 マプリック地区調査位置図



図5.5 農牧省組推図

__∴



図5.6 事業実施機関組織図
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図5.7 エラップ農業試験場整備計画図

A.Main Office

B.Tralnlng Center

C

･Agricultural l～hchinery &

Equlpment Storage Shed

D

･workshop

E

･Seed
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F
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H.Dormitory
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(A) 団員経歴

松本真一一郎

(職歴)

昭和45年3 [3

昭和45年4月-57年3J3

昭和57年4月

(資格)

昭和56年2月

昭和62年3月

(業務経歴)

昭和45年4月-55年3月

昭和55年11月-1ケ月

昭和56年6月-3ケ月

昭和56年9月-4ケ月

昭和59年4月-3ケ月

昭和59年10月-- 5ケ月

昭和60年6月-14ケ月

昭和61年2月-18ケ月

平成元年6月-1ケ月

平成元年7月-36ケ月

平成4年3月-10ケ月

平成4年12月-9ケ月

平成5年9月-3ケ月

平成6年7月-10ケ月

平成7年2月-2ケ月

田中 春陽

(職歴)

昭和52年3月

昭和52年4月-

平成7年2月--

昭和17年10月17日生

帯)ム古座人ノ羊畜産学部農業_1二学科卒業

(樵) tl本水_1ニコンサルタント

(樵)パシフィックコンサルタンツインタ-ナショナル

規I[i第_I_事業本都 農水事業部 次長

一級f~-_木施工管理技士
技術士(農業土木)

国内のダム､港概排水等の調査･計画･設計

タイ･マレーシア国農業開発計画事前調査

インドネシア凶ジェネベラン河治水計画調査

フィリピン国マビニ地区農業開発計画

ドミニカ国アグリポ(エルボソ)農業開発計画

インドネシア国アチェ農業開発計画

ドミニカ国アグアカテ･グァジャボ農業開発計画

コロンビア国キンデイオ盆地農業総合開発計画

ケニア･タンザニア国農業開発事前調査

ル｢7ンダ国東部生活用水開発計画

グアテマラ同フティアパ県農牧業農村総合開発計画

フィリピン同特定地方都市洪水防御計画

中r叶二三江平原龍頭橋典巧iJ_区農業開発計画

ルーマニア国ブランチェア県北東部地域藩概整備計画

ペナン国コトヌ市排水施設整備計画

昭和27年8月30R生

東京人学農学部農業工学科卒業

住友商事(秩)機電統括部

住友商事(秩)ポ-トモレスピー事務所長

【､川-I



(B) 調査日樫表(パプアニューギニア国)

日数 月日 曜日 出発地 到着地 宿泊地 業務内容

1 7月1日 上 東京 機中 移動(JL771,21:15発)

2 7月2日 = シト､､ニー シドニ 移動(JL771,07:35着)

3 7月3日 月 シドニ_
,if_トモレスヒ+_,if-トモレスヒ+_移動(pXoo4,08:15発13:15着)

田中春陽本日より現地参加､

日本大使館､JⅠCA事務所表敬

4 7月4日 火 ポ-咋レスヒ■-農牧省､国際開発局(oⅠDA)表敬

資料収集(統計資料､地図)

5 7月5日 水 ポ_トモレスヒ～_ラハナウル ラハナウル 移動(px272,08:30発o9:55着)､

ラハヾウル地区現地調査

6 7月6日 木 ラハ～ウル ラエ ラエ ラハ～ウル地区現地調査,

移動(px209,15:35発l7:25着)

7 7月7日 金 ラエ
Ji{-トモレスヒナ_ポ_トモレスヒ～_エラツ7○地区現地調査､

移動(pX209,15:35発17:25着)

8 7月8日 上 ポ_トモレスヒ～_団内打合せ､資料整理

9 7月9日 ‖ ポー托レスヒ十_資料整理

10 7月10日 月 ポ_トモレスヒ1t_ヘ■レイナ地区現地調査

EE 7月11日 火 ポ_トモレスヒ～_ ウエワケ ウエワケ 移動(pX142,07:45発10:ヨo着)､

マフoリソク地区現地調査

12 7月12日 水 ウエワケ
,i{-トモレスヒ■_

*o_トモレスヒナ_マフ○リツケ地区現地調査､

移動(pX135,l5:00発17:05着)

13 7月13日 木
Jif_トモレスヒ+_農牧省､大使館､JⅠCA打合せ

14 7月14日 金 ポ_ーモレスヒ+_農牧省､国際開発局(0ⅠDA)打合せ､

帰国準備

15 7月15日 土 ポ_トモレスヒ+_ ケアンスナ 移動(pXo90,07:45発o9:ユo着)

ケアンスt' 東京 移動(JL776,13:20発19:35着)

貿料-2



(C) 面会者一覧表

DEPARTMENT OF AGRICULTURE & LIVESTOCK (DAL)

(農牧省)

Mr. Miri SETAE Secret∬y

次官

Mr･ Joseph S ･ WOHUINANGU Director of Food Management Division

食糧管理局局長

Mr･ Alhd BALA Chief of Commercial F00d Investment, Food Management Div.

食糧管理局商業食糧投資部

DEPARTMENT OF FINANCE & PLLANNING

(大蔵･計画省)

Mrs. M∬ianna ELLINGSON

Mr･ Masayoshi ONO

Mr. Joe Kenken MOK

Ass A Director, OfBce of lnternationalDevelopmentAssistanee (OIDA)

l司際開発協力局(OIDA)､副局長

Adviser (JICA Expert), OIDA

国際開発協力局､ JICA専門家

Senior Programme Of丘cer, BilateralProgrammes Branch, OIDA

国際開発協力局

在パプア･ニューギニア日本大使館

氏
氏
氏

秀
久
治
安
唐
雪中
林

林
田
小

JICAパプア･ニューギニア事務所

海老名 捷彦 氏

佐々木十一郎 氏

RABAUL AREA/ラバウル地区

Mr. Peter BUAK

Mr. Na血aniel BURUA

Mr. Oswald LATAIN

Mr. Martin TOVADEK

荏原 美知勝 氏

Mr. John MOXON

Mr･ Gady LNG

大使

･等書記官 (農林業担当)

-_等書記官 (経済協力担当)

所長

First Assistant Secret∬y,

Department of East New Britain (ENB)

東ニューブリテン州､次官補

Assistant Secretary, Division of Primary Industry (DPI), ENB

東ニュ-ブリテン州､第一次産業局

Division of Primary lndusby (DPT), ENB

東ニューブリテン州､第一次産業局

Chairman of OISCA Board

オイスカ委員会議長

オイスカ産業開発協力団ラバウル研修センター団長

Institute Director, PNG Cocoa & Coconut Research Institute (CCRI)

PNGココア･ココナツ研究所所長

Agronomist, Lowlands Agriculture Experiment Station, DAL

農牧省低地農業試験場

デモサト3



DAL/ERAP Grain & Rice Develo me血t Station

(農牧省エラップ穀物･未開発試験農場)

Mr･ M∬tin RAURELA Director, ERAP Grain & Rice Development Station, DAR

農牧省エラップ穀物･米開発試験農場場長

Dr･ R
･ Chris DEKUKU Research Coordinator, Grain ard Rice Research/Development Project,

DAL

農牧省穀物･米研究開発プロジェクト担当

Mr. Arsenio 良. SAMIANO Farmlng System Research arKI Development Coodinator, DAL

農牧省営農システム研究開発担当

DAL/BEREINA Grain & Rice Develo me血t Branch Station

(農牧省ベレイナ穀物･米開発試験分場)

Mr･ Joseph INIAUMA Director, BEREINA Grain & Rice Development Branch Station

農牧省ベレイナ穀物･米開発試験分場場長

Mr･ Charlie KUEKUE BEREINA Grain & Rice Development Bwch Station

農牧省ベレイナ穀物･米開発試験分場

Mr･ Galamo RAGA BEREINA Grain & Rice Development Branch Station

農牧省ベレイナ穀物･米開発試験分場

DAL/MAPRIK Grain & Rice Develo ment Branch Station

(農牧省マプリック穀物･米開発試験分場)

Mr. Jack Quinding

Mr.Andren MAIKA

Director, MAPRIK Grain & Rice Development Branch Station

農牧省マプリック穀物･未開発試験分場場長

Rice RuralDevelopment OfBcer, MAPRIK Grain & Rice Development

Branch Station

農牧省マプリック穀物･米開発試験分場､米地方普及担当

;fモ杓-4



(D) 収集資料一覧表

<報告書>

,

O

l

つ｣

3

4

5

′0

7

00

1

2

つJ

4

5

′0

7

¢0

9

-

-

ー

ー

1

ー

ー

1

ー

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

Economic & Development Policies (Department of Finance ard Planning: DFP)

1995 Estimates of Revenue ar° Expenditure Part 1 (DFP)

1995 Estimates of Revenue狐1 Expenditure Part 2 (DFP)

Public lnvestment Programme: 1995-1999 (DFP)

Abstract of Statistics 1995 (NationalStatistical Ofnce: NSO)

Goverment Finance Statistics 192i411988 (NSO)

Gross Domestic Product ard Expenditure 1987-199 1 (NSO)

Economic lndicators 1995 (NSO)

IntemationalTtade Export 1991 (NSO)

InternationalTl嘘Import 1990 (NSO)

IntemationalAmivals血Departures 1994 (NSO)

Consumer Price IrKlex 1995 (NSO)

Export Price IrKlex 1991 (NSO)

Import Price I化kx 1984-1988 (NSO)

Bulding Statistics 1994 (NSO)

AnnualBusiness Census 199O (NSO)

Rural1ndusけy 1986 (NSO)

Secondary Indusb･ies 1989 (NSO)

Domestic Factor Incomes by Region aⅨI Province, 1983-1984 (NSO)

Agricultral Largeholdings 1989

Rice Research
ard Training Project (DALnRRI)

Rice Production in Papua New Guinea (DAL)

Food Crops arKI Alternative Crops (DAL)

Papua New Gunea
-
Australia Development Cooperation Programmes

Farming Systems in Ramu ard MarkhamVal1eys (DAL)

Rice/Grain Development Programme Foundation for Food Security (DAL)

Mamose Region Beef Cattle Development Plan (DAL)

Strategiesfor Grain Industry Development Cooperation (DAL)

Rabaul Volcanic Disaster NeedsAssessment Mission Final Report (ADAB)

Volcano Town the 1937143 Rabaul Eruptions (R.W.Johnson & N.A. Threlfall)

<地図>

1

2

3

4

5

パプアニューギニア仝土1:2,500,000

ラバウル地区(1:250β00､及び1:50,000)

エラップ地区(1:250,00O､及び1:100,000)

マプリック地rxJ. (1:250,000､及びl:100,000)

ベレイナ地区(1:250,000､及び1:100,000)
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(E)公共投資計画1995-1999の農牧省案件
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PIP ESTIMATES BY AGENCY ･ 1995 BUDGET (in thousands o† kina)

T■RE&lVEST○CK
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PROJECT
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P】.P NUMBE:R:
_1011

PROJECT NAME: GRA工N :AND R工CE DEVELOPHENT

E又ECTJTTNr7 A〔言T;NCY: Depart1-ment Of Agriculture and Live8tOCk

.PROJECT

OBJECT工VES: To gave foreign exchange through the production of local feed grain･ To

･l凸り?1･つP Production rnethodヨ and investigate maコOr agrOnOmic constraint5 facing producers of

f-?.】 grain, peanuts, rice and cattle. To monitor production and a8白i5t prOducerEI･ To

dp▽elop infrastructure･ To identify potential production きites and explore 7narketing

opportunities both domes;tically and overseas.

ぎP'-lLJECT STATUS; Phase 1 of the project commenced
in 1988 and ended in 1992･ Phase 1 placed

pTnPl!a9i.s on research into commercial production gy5tem9 and on developing new Crop

vaT･iF,ti-eF,･ A review i9 being done under phase 2 of the proコeCt tO develop smallholder

pE17Tlトmec･hani2:ed grain, peanut and rice production, develop sugtainable rice milling and

marketing and e9tabli9h mixed farTning 9YStem･ PhaE3e 2 commenced in 1993 and wi11 end in

1997.

pR!丁･_7p写rlTp壬9iM至9B.EiB竺軍エTbeproject components
ir･clude: (i) Rice Research and Development (ii)

Fo√)d Gra.i.n Research and DevelopTnent (iii) cattle Research and Development (iv) Peanut

Ref]earCh a!ld Development

PROJECT LOCATエONS: Central, Horobe, r;ulf,■ Milne Bay. Orく一, Hadang( EaBt Sepik( Sandaun and

Eagt New Britain provinces.

叩')LTF:CT JUSTZF工CAT=ON! Government policy gupport9 iTnPOrt gubgtitution
in commoditie9 Vhere

1(r√p:∂1 pro(】uction hag a coTnParative advantage･ Government support i8 neCeS8ary
tO aB5i8t

FrilVate Sector involvement in import replacement of peanut and feed grain･

:1NSTJTUこr工ONZLL
CAPACITY: A t亡,tal of 13 officers are currently imple7nenting the project･ The

--epartmenヒof Agriculture and Livestock ha8 aCquired
two rice experts from the International

-fモi-r･中
Re3ParCh =nst土tute tr)

ag9ict in the rice component･ Further a日5igtance i9 forthcoming

f7-.Om J王t二A under iヒS Food Aid program (2KR工ncrease Food production). Thi9 WiL1 8ee tlle

provision (,f agriculture machinery, fertilisers and chemicals tO be used by farmereF
in two

main areas,･ Markam va11ey & Bereina.

rl･(OJFCT Bf;NEF王C工AR=ES: STnallholder farrner9 benefit from information derived frorr research

and extension services, tらe rice and grain credit facility and increased employment

g申n¢ration.

I:1り＼TFCT SUSTA=NAB=LエTY: Ellhe ヨuStai!.Iahility of the project will depend on a development plan

fl,"- fl,やin,1ugtry baF,ed on r一号ヨ中arCh into au aspectE! Of the grain and rice indu9try･ =n

･_汁FtjTl Such as ヨOrghuTn atュd f;t(⊃Ck fp･∋d. import regtrictiong may be required to a8Si5t the

locaLl grain industrlJ. Research into the feasibility of large EICale rice and grain industry

js being carried out. The re5ult5 Wi11 be used to draw up a development plan for the

jr)dl柑ヒry.

rwrr_･9王9f:T7T3要望星空些竺呈9堅ヱNine (9) po5itlonE･ Will be directly created under this prOject･ This

v'il1
･include:

six (6) Scient･,tfic officers.･ and. three (3) Rural Dev. OfficerE[ (RDOき)･ Å

total- of thirty Six (36) Labourers will also be recruited.

t7=-ト



pzp 甘口NZLERt 1002

PROJECT tTAJ4E Ⅰ 8J4ALLEOLPER coc瓜/COCO甘口T REZLABZL=TA℡ZON AND EXPÅNS工ON

(8CCRZ:P )

EXECtl℡=NG.AG甜CYI D4PJLrth●nt ot Agriculture And LivoJltOCk

pko凋C℡ OZIJEC℡=VEさ暮℡o incro■○●･ coco- -nd coprl production and incomes Of participating

offoctivo oxtonBion package
in the provinceさ

tO a88i8t
lf&r瓜Or8 &nd to

introduco ■n

om■11holdor
coco■ ■nd coconut 9rOV●rB･

Th. project
iB being inplem｡nted in a phaさed man?er coVering 8elected

1 v&B inplemontod from 1988-92 and covered the provinces 0f North SoloJnOnB
PROJECT さ℡A℡US I

provinceJ)･ Ph&Be
r-v▼~1.Yー-

▼ l'-ー1-ー

ー ーー-ー~~~
J'

And hdang; Ph-さ0 2 from 1989-93 covering END, E&Bt Sepik and New Ireland and pha8e
3 fro山

1990-94 covering甘mJ
Orot Contr&1 And Xilne B&y･ The pro〕ect, though envi8aged

to be

coJnpleted
in 1994/ haさbeen extendod to &1lov full completion of component8 that have been

hJnpered by funding conBtr&int･ Tr&n8ition arrangement, particularly ain8 at determining

the recurront fun°ing iznplic&tion of tho projoct
i8 boing worked on by PAL and DOFF With the

Aim of fully ibBOrbing tho r.curront coat Of the project
in 1996･ PhaBe 4 of the project i畠

undor doJ[ign,

pRO凋C℡ COWO氾N℡S( (i) proviBion of extoh8ion tr&ining･ (ii) Training of 8na11holder8･

(iii) C&pit&1 vorkB including houBee &nd &cceBEl rO&dJl.

pROmC℡ LOCA℡=ONS‡ Ph&80d introduction into all cocoa and coconut growing
area8= Phase 1

-

t7eV Zlritain. Ea8t SepikI New Ireland, Pha8e 3 - We8t

in provincial agriculturalさerVice8
through the u8e Of

tlorth solomon A J4&d&n9. Ph&BO 2 -

E&8t

Now Britain, oroI Centr&11 Xilno I)&yl Ph-80 4 - Under deBign･

pRO凋C℡ mSTZFZCA℡=ONⅠ ッhore iさ. a need to fully exploit the 8mallholder
income earning

opportunitioJ} And ov●rcomo vo▲knoB8BJl

elLaily replicable oxtonさion p&ck&9eB ･

zNS℡=℡UTZONAL CAPACtTY‡ Thoro ▲ro currontly eight (8) officBr8 and 32 labourers WOrking on

of UndorBt&nding haB b-n Blgned between PAL and the respectivt3

roBPO占tive provincial
d台Partment8 aB per the val･iolほ

tho projoct.
A Homorandum" -

Jr-ー.■~ーー

ーー ー~~P~~~~~~~
provincial dopaLrt-htB for tho provincial DP=さtO Carry Out

･eXtenSion
in the provinceB･

PROJECTP Th. bonoficizLri.. 9f thiB Project
-■8re the Bnallholder cocoa/coconut
l1

9rOWOr8 in th...18Ct●d provinc●一･

PROJECT BUさ℡A=NAJl工LZTY1 0ncO COPPlotod, reBPOnBiblity
1

for 8u8taining project activities
Will

vilュ bo borne
by DAL &J} Veil &B tho

▼▼--■~ -ー ~ー-~ー-
-J

--~~■~~
J40tlo that h&vo bo●n 4ign.d b●tv..n tho plrtie8･ Exten8ion Will have tO be Supported fully

JIO th&t incr●JLB● productivity Will b● re&1iJ}d･′

-oy氾甘℡ a-TIOFf仙●r● -＼叫rr!ntly oi9ht (8) officerさand thrity two (32) labourers

vorkin9 0n tho projMi･
-.// (

資料-9



P(P ESTIMATES 8Y AGENCY

･
1995 BUDGET (inthousands of kind)

SECTOR

AGENCY: PROVINC】AL DEPARTMENT

･
∈NB

PIP PROJECT

0. NAME

1075 POM10-BAINING 】NTEGRATED

RURAL D∈∨. PROGRAM

1495 CUSTOMARY LAND

a FAMILY

ゴi

掌
l

⊂)

1503 DEPT. MANPOVtJER DEVELOP

1504 COMM. GOVT,

i PROJECT I PROJECT i 1994 :
FUNDING

1 STATUS AT ∃ sTATUS ねppROP;REV(SEDiTYPEJSOURCE

_
iLE旦坦N_A_TWPニュ型担E

i__Pl型些旦__
__

.･-･:･:l-
】

I.A.:

-(:
r-Pミ L･L

FACZLLTIES DEV.

DESIGN a CONST

SMALしHOしD∈R RICE PROD

1531 RA【】AUし

Note: 1, L芸しoan

2. G=GTant

PIPEuNE

ONGOING

START-U P

SUB I TOTAL

{･･∴. -Ll ･

5.8 315

_¶

旦卜
<L

一

冊

一

-
-

-

‥

-

-

二

TOTAL l )18 ; 918

lN-BUDGET

1995 PST 1997 EST 1998 EST

EXIBUDGET ≡ lN18UDGET EX･BUDGET ≡ IN･BUDG∈T EX.BUDGET ■rlN_BUDGET

:GOPNG■DONORTi品NLT TA
IGOPNG

DONOR■GR;-Ni-I";i ､占｡pNGID.NO益
GOPNG DONORGRANT TA

579.4 :

PIP-Pib@1---⊥--｣些し---.___千____

____
⊥

LJIBRD

GOPNG

GOPNG

GOPNG

肌i

LJ[BRD

4･ lN-BUDGET
=

GOPNG LnpuいDonor lnput 'Grants thru budget

51 EX-BUDGET = TA-s 'Grants outside budget

3･ TA = Technical Assis(ance 6. 1995 EstJrTla(e is therefore the TOTAL IN･BUDGET (4 above)

65.4

･-iiiiiiiii
2声3⊥

3.300.0 ;12.000.0

1 6.070.2 0

Tー~M~-ー｢一~~十~~~~~｢~~-丁~~
~｢~ー~

ヨ,,2,5
トーー----｣111･む-

-
-⊥-----一十-,冊_十ー___ー

二=二L二

】

.
_J

__..._..._.

24.8 0i Oi 212,8
"o1-‥､~--

■占巾tt60 0

231.5 0 : 212.8 O

EX･BUOGET

GRANT TA

112.5■ 0. 0 0.

112.5 0



(F)オーストラリア政府のPNG援助案件一覧表
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PAPUA NEW GUINEA -
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DEVELOPMENT COOPEFtATION
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一｣ー▲1K

､一'l■.lL_Iこl

1UT^L.
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COMTS~

(▲5■000

:.:ーて:-.Bsr.DONORCONTR(AS.000).:I:■■..:…r:
..ーU11A1一.
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仰け.二:
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rY
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July,1995.
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(NoれPIP)
8.SJVd

I.000 2(氾 420 2ユ1 0 35 15 l○ 10 100 loo 2(刀 ●■-Jl-....I.ー-.こ●●1ニーこ一-.●
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(G) Terms or Reference (Draft)



Application for the

Technical Cooperation (Development Study)
by the Government or Japan

1 ･ Project Digest

(1) Project Tittle

"Master Planon Rabaul Area RuralReconstruction Project"

(2) Location

The Study Area lies on the Gazelle Peninsula inthe easternend of East New
Britain Provinceand is located at about 800 km northeast from Port Moresby,

the capitalof Papua New Guinea (PNG). The capitalcityof the East New
Britain Province is Rabaul, which is located atthe northern part of the Study

Area.

(3) Implementing Agency

l) Name and function or the agency

The Department of Agricultureand Livestock (DAL),the Province of East New
Britain (PENB), will act as the implementing agency of the Studyand will

coordinate the related organizations for smooth implementation of the Study･

DALand PENB willalso assist the Japanese Study Team for carrylng Outthe

necessary surveys such as present land use, existlng lmgation system, sub-soil
investlgationand soil classification etc..

2) Number of staff members of DAL

(To be filled by DAL)

- Name of reference division in DAL

I
Number of reference division staff

-
NumberofproJeCt Staff

(To be filled by PENB)

-
Name of reference division in PENB

- Number of reference division staff

-
NumberofproJeCt Staff

3) Budget allocation to DAL & PENB

(To be filledby DAL & PENB)

4) Organization chart

(To be filled by DAL)
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(4) Justification of the Project

l) Present conditions of agriculture sector

PNG has a land area of463,000 sq.km of which 85% is on the main islandand

the remainder is spread over some
600 islands･ The main island is dominated by

actual central cord.illera dividing nollh from south.

The country has a population of over
4 million and a growth rate of 2･0% per

annum･ Ofthe totalpopulation of PNG, 80% live in the interiors of the main

islandsand the remainlng 20% inhabit the coastline of its maJly islaJlds･ Average

population denslty lS
.

qulte low; less than 8personper sq･km･ Towns withthe

higher economic actlVitiesare Port Moresby, Lae, Goroka, Mt･ Hagen and

Rabaul.

The agnculturalsector still plays an importmt role in Papua New Guinean

economy as well as in its socialaspects,although its economic share has been

reducing ln recent yearS･ The sector accounts
for about 30% of totalGross

Domestic Product (GDP) and 80% of Papua New Guineans have depended on

agnculture for their livelihood･

During the past decade, the main agnculturalexports - coffee,
cocoa, oil palm,

copra experienced a decline of 60 to 70% in world market pnces, resulting ln a

fall in export eamlng, employment andruralincomes･

Since 1960s, the extent of area cultivated has b∝n increased;
for instance,

coffee areas have txen increased fourfold and cocoa area have been doubled.

However, the area fわr major Staple food crops is reported to have
increased by

only 40 to 50%although theruralpopulation have been doubled･

2) National policy of agriculture de▼elopment

In these circumstaJICeS, the Government has glVen the highest pnonty to

agnculturaldevelopment policy ln the series of the NationalPublic Investment

Programme･ Government is continuing tO glVe PnCe Support tO the treecrop

sector where necessary and has taken severalsteps to develop the sector to

improve farmer's incomesand food production･ DAL is in the forefront of this

ambitious exercise.

In the past, the Government policy has stressed the production of export
tree

crops, and emphasis on food production has been secondary to some extend･

The Goyernment policy now recognlZeS that food production is important not

only to Improve nutrition, butalso from the view polnt Of crop diversification

and import substitution･
The Government places high prionty on improvlngthe

nutrition, increaslng the
food secunty and improvlng the marketing of

foodstuffs so as to substitute for imported food.

3) Problems to be solved in agricultural sector

(To be filled by DAL/PENB)
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4) Outline and objectives of the project

The recent twin eruptions Of TavuⅣur and Vulcan volcanoes have destroyed也e

Rabaul cltyand its surrounding affectingthe livelihood over 50,000people.

These displacedpeople have been temporarily located in over 33 care centers

throughout the Gazelle Peninsula･ The Government of PNG has acquired

agnculture plantation over 320 ha of land and loo ha of state land for the

objectiveof resettling the displaced people.

On the other hand, development of the smal1holderrice production project is one

of the most important initiatives of the Government of PENB to overcome the

difficulty in feeding the affected population within the care centersandin

resettlement areas.

In order to solve the problems mentioned above, the projeCtaims at the

following
Objectives;

- To facilitate the necessary rehabilitation and reconstruction of Rabaulrural

area afterthe volcaJlic disaster on 19 Septembr 1994;

-
To relocate and settle displacedpeople from those villages affected by

eruptlOn;

- To promote the returnof displacedpeople to the other big citiesand to

recover the public peace and order in the big cities such as Port Moresby,

I.ae;

-
To introduce the irrigation agnculture and to encourage the irrigated food

production in order to achieve self-sufficiency of national food

requlrementS ;

To increase the export of agnculturalproductsand to activate therural

economy ;

To increase employment in the agnculturalsectorand to reverse recentrise
in unemployment; aJld

To
proTIOte a market economy inthe agriculturalsector and agricultural

supportlng Services.

5) Prospected beneficiaries

(To befilled by DALn'ENB)

6) Project priority in National Development Plan

(To be filled)

7) I)esirable Commencement of the Project

In consideration of the above circumstances, the project Shall be commenced as

soon as possible.
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2. Terms of Reference

(1) Necessity of the Project

Rabaul,the Provincialcapitalof E鮎t New Britain, has been built on a vast

volcanic crater which has three active volcanoes inside it. The enormous crater

also forms a safTe, naturalharbor for the town,andinthe hundred years or so

since the establishment of the Rabaul the town has grown extensively around the

foresbores of this harbor.

Rabauland its surrounding area is basically agnculturalprovince with famng

asthe main livelihood. Most of farmersare dependent on a combination of

subsistence production and cash cropplng. Main cash crops are c∝oaand

coconut.

On 19 September 1994, two of the volcanoes fringlng Simpson Harbor, Vulcan

and Tavurvur, erupted. As a result, Rabaul town suffered extensive daJrnge tO
the northand north west of both volcanoes due to ash,andalso inthe case of

Vulcan, due to pyrociasticflows which flattened treesand buildings. The

livelihood of over 50,000 people were effTected.

These displaced popula(ion have been temporarily located in over 33 care centers

throughoutthe Gazelle Peninsula. The Governplent Of PNG has acquired
agnculture plantationand state land forthe objectlVeOf resedingthe

displaced

people. Over 20,000 people have resettled inthe above mentioned land. Cocoa

and coconut sector have been troubled by eruptlOn and there has been a

continuous lack of funding for research aJld extension activities at the Cocoaand

Coconut Research Institute (CCRI) in Kerevat.

The study on ud)an volcanic disaster was already conducted by Australian

lnterr!ational加velopmentAssistance Bur甲u (AIDAB) butthe study fわr rural
area lS not conducted. The Government lS now PrePanng a comprehensive

agricultural programme which will include cash-crops rehabilitation,
introduction of new food-crop (i.e.rice)and improvement of agriculture

extension programme.

(2) Necessity of the Japanese Technical Cooperation

ln consideration of the project scale, difficultyand
its circumstances,the

Government of the Papua New Guinea has decided to requestthe Govemment

of Japan fわrthe implementation of the Master Plan.

(3) Objectives of the Study

Objectivesof the Study are as follows:

Inventory Study: To collect and compilethe existlng data inthe Study Area

and to prepareaninventory of cape Centers and resettling

areaS.

Master PlanStudy: To formulate a master plaulforthe integrated agncultural

developmentand to select pnonty projects.
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Feasibility Study : To conduct a feasibility study on the high prionty

proJeCtS.

(4) Tbe Study Area

The Study A托a Of q)proxim如ely 100,000 ha lies on Gazelle Peninsula inthe

New Britain Island, as shown in Appendix l･ Presently cocoa and coconut

plantation are grown in the Study A托a. There are three active volcanic

mountains inthe northernpart･ Warangolriver is the largestriver inthe Study

Area and a relativelyflat aJea liesalongthe Warangoi River･

Rabaul and its surrounding area fall under the tropicalrain forest chmate which
has two pronounced season, dry from May to October, wet duringthe rest of
the year. Annualrainfall is around 2,000 mm.

(5) Scope of Study

The Study shall be divided into three (3) Phases, each phase consist of the丘eld
survey, data collectionand studyandanalysis at the job sitealso atthe home

ofnceinJapan.

During the volcanic eruption, most Ofthe data available atthe governmental

organizations have been lost,anhventory Study should be carry out before the
Master Plan, to collect the data from the disaster a陀aS.

Detailed study items are as follows:

Phase I: hventorv Study

I
To collect aJld processall available hydrology, soil, land use, geology data･,

- To collect and processall available agriculture, forestry,ruraleconomy and

environment data;

-
To collect and studythe reference reports ofRabaul volcamic disaster;

- To surveythe conditions of care centersand resettlement加℃a;and

-
To identifybasicdevelopment policies.

Phase II: Master PlanStudy

-
To survey and analyze the existing conditions of the Study AJea;

(meteorology, hydrology･ g?ology, soil,
land use, qgriculture,rural

infrastructures, care center, lmgat10n & drainage, environment, SOCio-

economy, agro{conomyand reference development plans etc.)

- To identifypotentialricecultivation;

-
To conductthe remote sensing for volcamic disasterand land use survey;

- To identifydevelopmentconstraints and potential;

-
To formulatethe master plan for Rabaul Area RuralReconstruction Project;

a) Ruralinfrastructure development plan
b) Resettlement area development plan
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c) Rice
development plan

d) Agriculture diversification plan

e) Agriculturalmarketing and processing plan

f)Agriculturalsupporting plan

g) Environmentalimpact assessment

-
To selectthe high priority projects;and

-
To specifynecessary topographicand geologicalsurvey items.

Phase Ill: Feasibilitv Studv

-
To conduct afeasibility study on the high priority projectsidentifiedinthe
master plan ;

-
To carry out topographic survey, boring and soil mechamicaltest for

priority project;

To prepare design and cost estimation;

To prepare economic analysis aJld detemine economic values foral1

agncultural inputs ; and

To prepare financialplanfor pnonty project.

(6) Schedule of the Study

The Study shall be conducted in accordance with the tentative work schedule, as

shown in Appendix 2.

(7) Expected Outcome

(To be filled by DALnENB)

(S) Reports

The following reports are required
to be submitted tothe Government of Papua

New Guinea.

Inception Report

At the coⅢⅦ一enCe Ofthe Study.

Progress Report (Ⅰ)
At the end of field work of Phase I Study stage.

PlaJI Of Operation
At the commence of Phase II Study.

Progress Report (ⅠⅠ)
At the end of丘eld work of Phase II Study stage.

Inted皿Report

At the end ofbome o代ce work of Phase II Study stage.
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Progress Repoll (ⅠⅠⅠ)
At the end of field work of Phase M Study stage.

Dra氏Final Report

At the end of home office work of Phase III Study stage.

Final Report

Within two (2) months a氏er receiving the comments from DAL on the Draft

Final Report.

3. Facilities and Information for the Study Team

(I) Assignment of Counterpart Personnel

ln.accordance with the assignment of the Japanese Study Team(tentative
asslgnment schedule is attachedin Appendix 2), the counterpart personnel, one
for each Japanese expert ln general, will be asslgnedfrom DALand PENB/DPI

to assist the Japanese Study Team and to work together for success of也e

Study.

(2) Available Data, Documents, Maps, etc.

DAL/PENB shall provide the available data, documents, maps etc. as required
for the Study.

(3) Security Condition in the Study Area

DAL/PENB shall arrange for the safe secunty of the Study Team.

4. Undertaken of the Government of Papua New Guinea

ln order to facilitate the smoothand efficient implementation of the Study,the

Government of Papua New Guinea shall take the followlng necessary measures:

-
Tosecurethe safetyofthe Study Team;

- To provide medicalservices as needed. Its expenses will be chargeable to

the members of the Study Team;

- To arrange fわrquick and smooth customs clearanc.e of the equlPment and

materials brought into the PNG for the implementat10n Ofthe Study free of

any charge;

-
To permit the members of the Study Teamto enter, leave and sqjou皿in血e
PNG for duration of their assignment, and exemptthemfrom alien

reglStration requlrementS and consular fees;

-
To exempt the members of the Study Team from taxes, dutiesand other

charges on equipment, machinery and other materials brought into PNG

for the implementation of the Study',

To exempt the members of the Study Team from income tax and other

charges imposed on or in connection with any emolument or allowance paid

to the members of the Study Team fTor their services in connection withthe
Study;
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To provide necessary facilities to the Study Team for remittance as well as

utilization of funds introduced into PNGfrom Japanin connection withthe
Study;

Topemit the members of the Study Team to take to Japanal1 data and
documents (including photographs and maps) related

to the Study; and

To ensure permission of entry Into the pnvate properties or restrictedareas
in connection with theperformaJICe Ofthe Study.

The Government of PNG shall bear all claim, if any arise against the I批mber of
the Study Team, anslngfrom, OCCumng in the course of, otherwise connected

with the discharge of their duties inthe implementation of the Study, except

when such claims arise from gross negligence or willfulmisconduct onthe part

of the members of Japanese Study Team.

The DAl･ shall act as counterpart agency of the Japanese Study Teamalso as

coordinatlng body in relation. with other governmentalorganization concerned
forthe smooth implementatlOn Ofthe Study, and shall take the followlng

necessary measures :

- To provide the Japanese Study Teamwith the following ln cooperation with

other relevant organizations ;

- Available dataand information related to the Study;

-
Counterpartpersonnel to assistthe Study TeiLmand par(1CIPate inthe

v∬ious activities fb∫the Study;

- Necessary vehicles with driversandrunnlng cost; and

- Suitable office space with necessary equlPment.

The Government of the Papua New Guinea assuredthat the matters refTerredin

this formwill be assured for a smooth conduct of the Development Study bythe

Japanese Study Team.

Signed :

Titled :

On behalf of the Govemment of Papua New Guinea

Date:
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Appendix 2 TENTATrvE WORK SCHEDULE

Division Month

1st 2nd 3rd 4th 5tb 6th 7th 8tb 9tb loth llth 12th 13th 15th 16th 17tb 18tb 19th 20th

1,WorkⅠtems

1.lPhaseI:tnventoryStudy

WorkinPNG

WorkinJapan

1.2PhaseⅠⅠ:MasterPlanStudy

WorkinPNG

WorkinJapaⅠー

I.3PhaseIII:FeasibilityStudy

WorkillPNG

WorkinJapan

I.4ExplanationorDraftFinal

Repol1

2.Reports

2.ーlncepti()ⅠlReport

2,2ProgressRepol1(1)

23PlanofOperation

2,4ProgressReport(1Ⅰ)

2.51nteriumReport

2.6ProgressReport(m)

2,7DraftFinalReport

2,8FinalReport

▲

▲

▲

▲

l

▲

▲

■

l l

▲

▲

Field Work

Home Office Work



Appendix 3 TENTATIVE ASSIGNMENT SCHEDULE

Expertise Mo血血

1st ュnd 3rd 4tb 5tb 6tb ヮth 8tb 9tb loth 11ーh 12th 13th 15th 1(ーtb lワth Field Home Total

I.TeamLeader

2.Irrlgation&DrainageEng,

3.HydrologlSt

4.Geologist

5.SoilSpecialist

6.Agronomist

7.RiVerEng.

8.ForestrySpecialist

9.Design&CostEstimateEng.

lO.RuralWatel.SupplyEng.

10.Environmentalist

ll,Economist

7.0

7.0

2.5

2.5

2.5

6,5

3.0

3.0

4.0

3.0

5.0

7.0

2.0

4.0

2.5

2.5

2.5

3.5

2.5

2.5

2.5

2.5

2.5

4.0

9.0

ll.0

5.0

5.0

5.0

10.0

5.5

5.5

6.5

5.5

5.5

ll.0

l l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l l

Total 51.0 33.5 84.5

Field Work

Home Office Work



(H) The Application Form for Japan's Grant Aid (Draft)



TJle AFIPIIca(lQn Foru) for JiIPaJI's Gnlllt Åid lDmr(J

Applicant:
Govemment of Papua New Guinea

Project Ti(tle:
Papua New Guinea Grain and Rice Ikvelopment
Strengthening ProjecトPhase I

Project for the Establishment or dle ⅢiAP Grain
& Rice D∋velopment Center )

Economic Sector:

Agriculture

Total PJqject Cost.I 1,OW,(X札(X氾Yen

Pmject Type:
1.Facilities Construction

21句uipment S upply

Set;,Lnesnitbi?ATciusITe:
& uv-ock Bm-:dlpe-:igen,;cg:el::e,ndlgg3ti.3.[no:n(bD&-,,-d

I･ Project Description

I
･ B&ckgrtluTId

(1) CurTYnt Slttlatlon of the Sector

The agncultural sector sdll plays an important role in Papua New Guineaul ea)nOmy aS Well as
in its socia) aspects, although its economic shaJ･e has been reduclng ln recent yearS･ The sec(or
accounts For about 30% of toLLd Gross Domestic i)roduct (GDP)

(,Andabout
800/t-f 1)apua New

Guine弧S have depended on agnculture for their 一ivelihood.

In these circumstzulCeS, the Govemment has glVen the highest prlOrlty tO agrlCultural
development policy ln the series of the National Public lnvestment Programme and has taken
several steps to develop the s∝tor to improve f甜･n-CrS, incomes and increase [ood production･
The D3Partment

Or Agriculture and IJivestock (DAL) is in the ror｡r,.nt or this ambitious
exercise.

In the past, the Govern甲ent POlicy hぉstressed the producdon o[ export tree crops, and
emphasis on flood produchon has been secondary to some extend. The Government policy now
recognl詑S that rood production is ipIPOr加t not only to improve nutrition, but also rro甲子CrOP
diversification

and import substitul10n POlnt Or ViewI
The Government places high prlOrlty On

improvJng the nutrition, increaslng the rood securlty and improvlng (he marketing or roodstu[rs
so as to substitute for imported foods.

(2) Problemto be solved ln the Sector

Since the project Was rejuvenated in 1988, DAL･s activities for food production development
has been mainly directed at the sn-allholdcr and subsistence levels through developmcllt i)I.
technology･ trainlng, eXtenSion･ seed production anしI milJing =-[rastruclure. I-lowevel･, 1･()()J
producdon development in PNG has not been sucαssrul･ Some or the major COnStraints oL
production are glVen below:
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Undev eloped farming technology

lack or research
IACk of reseuch racilides

hck of trained personnel
Ineffective extens lOn

The Government of Papua New Guinea has drawn up a policies
to
solve the above mentioned

constraints and to increase fd)d production as mentioned below:

To establish也e Grain & Rice mvelopment Center

To incr飽Se the production o[ PNG gra中andrice
to a slgnificant level by improving

current production systems and racilitatlng the development or seLected n?w slteS
for

sustainable commercial irrigated rice production to assure national rood securlty･
To Facilitate the establishment o[ the institutional and physical il-rraStruClure requlred to

encourage and sustain commercial rice production at b()th estate and srTlallholder levels.

To develop and provide suitable research results and extension methods to the rice

producers in B`ap (M∬kham Va)1ey),Maprik, Bereina, Nuku, CapeRodncy, Ⅰ一Tinchafc【l

and o也er areas in PNG.

To strengthen extension capabilities for better delivery at the farm level.

(3) Necessity and imporhnce of improvemeTIt ln the sector which lead to tJte

formulation of the Project

In order to achieve the above basic objecdv?s,the
Grain & Rice D三Velopment Project was

commenced in 1988･ The
projectcomponent Include: (I)Rice Research and IkveLopment, (ii)

Food Grain Reseamh and Iおvelopment, (iii)Caule Research and Ikvelopment, (iv) PeNluL
Rese訂Ch and Ikvelopment.

Rice production sites for the project increased during the early stages. But, it declined in recent

years b∝ause or the 一ack of the Goverr!mental bu(lgets an(1 facilities/equlPmenl(or research 良

extension services･ Therefore, leo.rg甲LZationor the project
inlP]emenlaLIOn Structure Will be

required･ DAL decided that the exIStlng EM agricultural stationgrain wi)] be strel-gLhen as

加velopment Center for grain and rice development in PNG.

(4) Relation betweeTI the Sectorand the Pmject

Grain and Rice Ikvelopment Projecti軍One Or the most important initiahves or the Ikpartment

or Agriculture & Ijvestock (DAL) to Improve the national sulTiciency in rood an(1 to save the
foreign exchange･ This projectwas already registeredas

Public lnvestment Programnle (I)ll))

projectand commenced in 1988. The basic policies are mentioned in section 2. (1).

(5) Reasons why Japan-s Grant Aid is I℃queSted for this particularProject

The Government or Japan has been ex弧1tlng a lot or projects and several technical c00pcration

progr甜ワSln graiTINld rice deve)or)ment
in theAsian c()untries･ The G('vel-nfnent Or I)apua Ne＼v

Guinea lS eXPeCllng that such at-undant experiences wiLL contribute llluCh to c(,1JTy←)しItthe I)(-()JCL･/I

[or H'dP Grain & Rice lkvelor)ment Center successruJ]y･ Al-(1 this L)Jt:,JeCtWill co【ltrihute lo

more errective management for grain & rice production iI一山brkham Va一ley, Maprik and
Bereina･ Furthermore, the Jap甲eSe Grant Aid For lnc･.e9SeFood Pl.Oduc.lion (The 2KR) ㌣之IS
already started from 1995･ Relationship between this Project and 2KR ProJeCt is very deep slnCe

the 2KR's Fertilizers and agro-machinery will be keptとu-d maintained in Elむu) Grain & Lくicc
mvelopment Center.
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2･ Objectiyes and outline of the Pmject

(I) Objectiyes of the Project

l) Short-ten Objectiyes

a) To sb-engthen zxlministrative capability or the fRAP agricultural station as
Grain & Rice Ikvelopment Center･

b) To conduct dle more effective res組rCh and seed production For grain & rice
development.

b) To establish of efficient a.gro-technical services and 2KR's machinery
distribution system to all project Sites through establishn-ent of B･ap Grain &

Rice Ikvelopment Center･

c) To accelerate a txtter linkage between DAL stations and
faJ-merS

2) Medium and Long-term Objectives

a)
To save foreign exchangedlrOugh the production or grain & rice･

b) To develop production methods and investigate major agronomic constrains
facing producers or feed grain･. peanuts, rice and catde･

c)
To monitor produchon and assISt Producers.

d) To develop inrrastructure･

e)
To identify rx)tential production sites and explore max-keting opportunities
both domestically and overseas.

r) To achieve self-sufficient in food.

3) Please ft11】y descrit)e the relatioIIS between the Project and objectives
and how the Project wilJ contn'bute to the accolnPljshment or the

activities

To achieve the objecdvesn?endoned above, the
ERAP Grain & Rice Ikvelopment

Center will have the roJlowlng functions.

a) Coordina血g the
Functions or organizations/agencies concerning grain and

rice seed production and distribution･

b) M止ing a annual seed production and distribution plan･

c)
Giving飴Ch province a guidance in planning or seed production and
distribu也on.

d) Veriricadon and registradon of new varie申s･.
e) hbnag?ment of

data base of registered varletleS･

r) CoLlectlngand dish-ibuting data and inrormalion about grain and I-ice
development･

g) mm?nstraboヮof irrigated rice production and other
Farming systems

h) Trainlng for rICe Producers and provincial rice development officers
i) Supervislng山e activity or other 1)AL grain and rice developnlent Stations

i)

.qSFartiiko,nBi慧teT:anag.o,i)h｡
2KR,s ｡grl｡u.turd machinery.

k) Mechanical service for other DAL grain alld I-icedevelopment slalions･
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(2) Outline of the Prtlject

1) OrEanizatlonal StructtlrY

EM Grain and Rice Ikvelopment Centerwi1L consist or the following 6 secdons

a) General affairs section
b) Grain and ri∝ developments申on
c) Hordculture development s甲山on
d) Livest∝k developm9ntSeCbon

e)
Seed laboratory secbon

f) MIChinery managementsectjon

Remark: Proposed organization structure is shown in Appendix I.

2) Shff Alloc&tioTL

The outline of stamng plan is shown below. All staff win be transferred from existlng

starf or the department of Agriculture and uvest∝k (DAlJ).

Positionn;

I) rector

General arねirs
Grain &riα development

Hordculture development

Iivestock development
S eed latx)ratory
Mおhinerv management

Tot;1J

Numtw or Off-icer

ー
3
6
3
4
3
j
刀

NumtrNer Or r)ther Lqtuf-∫

5
5
/
ら
/
b
′
D

l

3) F&cllltles And EqtllpmeTLt P]aTI

a) Rehabilitadon of Seed Producdon and lkmo.nstradon Farm

( Farm land consolidationwith wells, irrigat10nfacilities,farm road etc. )

Seed pr∝luctionねrm: 10 ha

加monstradonねrm: 5 ha

b) Building Construction

The main buildings and facilitiesin the Projectare planned below:

Item Area Note

(m':)

2. Trainlng Center
3. Agricultural machinery &

equlPment Storage Shed
4. Workshop

5･ Seed proαsslng r00m.
6. Storage for ri∝ or grain
7. Storage For chem･ ferdlizer

8. Ihrmito
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c) Equipment

叫uipment rorthe projectzu-e planned below:

Irrigadon facilides:

S eed processlng equlPment:
Seed Laboratory 】勾uipment:
Agricultural mEK:hinery and Vehicle:

Met鉛rOlogical equ】pment:

Trainlng equlP甲ent
Ihrmitory. equlPment
Office equlPment

(See Appendi

(See Appendj

(See Appendi

X

X

X

(See Appendix

l
つ
ん
3
4

2
2
2
2

円
【
■
ー
■
■
u

52.d孤

(See Appendix 2. 6)

(3) Location plan of each Facility and Equipment

See attached layout plan in Appendix 3･ 1 and 3. 2.

(4)

ElいhH一EidRul
つ
山
3
4

Cost Estimates

Civil Works for Farm, Roa]and We)1s
Building Construcdon

句uipment
B一gin鑑ringFee

100,(氾0, (X氾Yen

434,9(氾, α氾Yen

345, I(刀,(X氾Yen

120,∝氾, (X氾Yen
~~~1-I---~--I--------------I------I---------I------------I---------------I------------------____-_

Total
I
,
(状),000, (X氾Yen

See attached detailed cost esdmadon in Appendix 4.

--~~1~■---■------I----------I--------------I

---------------■■___-__I

3･ Benefit, Effectand Pub)jcity of the Pmject

(1) Population that will benefit dl･yctly hm the Project

l) Papua New Guine弧SCiendsts and technician who are p甜･ticipating in grainand rice
dev e】opment.

2) About 2,α氾famlerS and 14,(X氾persons around DAI｣屯RAP Grain & Rice
mv elopment Center.

(2) Population that will benefit lhdlrectly hm the PI叫ct

l)Allpersonnel who pardcipates in Grain & Rice Ikveloyment Project
2) All farmers in PapuaNew Guin&

(3) Area that will beTLefit from the Project

Centra), Morobe, Gul一, Mlne Bay, Oro,旭dan, fhst Sepik, Sandaun and払st New
Britain Provinces.
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(4) EcoAOmic and Social Effects of the Pmject

1) CuTTent SltuAtiol一

In 1992, 130,CKX) tons of ri∝ and 111,∝氾tons or wheat were imported into Papua

New Guinea (PNG) at a cost or approximately K95 million･ Therefore, the governm.ent

of PNG re00gnlZeS that Grain & Rice development is a key element to save rol･elgn

exchange, and placed high pnorltyOn f山production,

Ikspite numerous attempts to promoterice pr∝1ucdon, food gr*n.imports
have doubled

during the past five years･ Because or the rollowlng reasons, 1rrlgated rice production

schemes in the PNG have lilt)eprospect of compellng With capital-intensive AustralAm

eXpOrtS･

Unskilled cultivation technics
Undeveloped s∝d muldplicado?and

distribution system

I__ACk of DAl} s agncultural servICeS

Lack of rice mill

Undevelopment of imigation

High rural wages
Undeveloped farmer's ass∝iation and agro-industry

2) Expected effect or the Project

DAIJW Grain & Rice Ikvelopment Station is constituted as headquarters for the

Grain & Rice Development Project.Tt is expected that the Function or the ERAP station
shall be streng也ened by the Project.This errect will lead to activation or grain and rice

producdon in Papua New Guinea･

(S) Publicity mow nl肌y People are,expected
to notice the benefit or positive effect or the

Projectimplementat10n With Japan s graJlt aid when itis completed?)

1) All pers?nnel who pardcipates
in seed productionand agricultural extension

SerV ICeSrlCe.

2)All farmers in PapuaNew Guinea

3) Related intemalional organizadons such as World Bank, ADB, FAO, IRRI etc.

4. Requested to other I)onors

Is there any request mzde to other donors for assis血-ce closely related to this project?

No
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5, Priority (Please describe priorityorthis projectamong other projects
For which

requests are made to Japan)

The Government glVeS top PrlOntyto agncultural development, because agnculture sector still
plays important role in PNG's economy and many por)ulatlOn depend on this sector･ In the pa3t,
Government policy has stI･eSSed the pr()ducLiof- ()[export tree crops･ 1-Iowevcr, on the viewpoint

or rood securlty and savll-g [orelgn exchange, the Government now places high priorlty On r()Od

production.

The Grain & Rice Ikvelopment Project is one or the top pnontyproJeCt among Other projects
For which requests are made to Japan.

Please attach projectlistwith priorides)

6･ MiTtistry and Agency ln chaIBe Of the PI℃ject

(I) OtJtllne of ImplementlJIg Agency

1) OI¥anization chrt of the Agency

The implementing agency for this projectare Food旭nageme.nt I)vision (下MD) and
ⅢiAP Agricultural D三Velopment StatlOn･ Its organization chart lS Shown in Appendix

l.

2) Atlthdties and duties of the AgeJ]Cy

F∝山Management Dvision executes也e rollowlng runCtions･

肝1飽Se descritx below)

め
,
D
^
り
,
o
^
¢

fRAP Grain & Rice nvelopment Stahon executes the rollowlng runChons･

め
.
D
J
^
り
叫
¢

Seed producbon or grain and rice
Rese?rch and development for grain & rice, horticulture and livestock

Trainlng For farmers and offiαrs
Agricultural extension services
Operation & maintenance of the 2KR's agricultural machinery

3) Personnel

王冠碧 血d血ag幣血
Bi v ers K*鑑血s皿abu rs+
T ota1 24
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(2) Outline of SupeJYIslng Agency

1) OrE&nlz&tlon chrt of the DAL

See attzK:bed DAL's organization chart in Appendix 5.

2) Authorities and duties of the Deptlty Seclttary Field Services

(pleasedescribe about authorities and dudes of the Ikputy Secret∬y Field Services)

The hputySecretary Field Services is responsible to ------------I-一-一---------I----I--I--

~ー~ー~~~-I-----I-･-----ll------I----------I----------1l-I-1-------一--I----------･一-I-I-------_I__-___I__I-______

IL■-■~●■■----1--I---I-～---I-----I-I-I----I----------------･-------
--- --･-I-I-I-I-------------_

_--__ll_I_ ____I___I______

ー-I--------I-･----■･■-I---･一-----I-一一--I-l-Ill---------------I--I--------___II･____-I_･ー_______JIllr_______

3) PersoTtnel

肝1ense mention the number of star√,workers, and employees or the division and secbon
in chad'ge Of the Project)

~一一--I--A-----I-1-･-■1- ---I- ---･-一-■--I------■■一-------I---------------I--1I-I.--I----

____I_1_______-__IP__1___ _.I_■1___

1----------------------------------I-I---I-----------I--I------------------------______I______I_1______I__

4) Budget (Revenue and Expenditure)

According to Public Investment Programme: 1995 - 1999, budgets for the Grain & Rice

Ikvelopment Projectare txlow:

池 Km

1994: 936, 7(泊

1995: 1
,276,
9W

1996: 1
,
CXX), (X氾

(Note: 1USS =1. 293KINA=90YEN)

iLSi
724, 400

987, 5(氾

773
,
400

ⅩEN

65, 2(氾, (X氾

88, 9(氾, α氾

69, 600, OW

7 ･ Preparatlo n

(1) Projectslte

l) A) Address of the site

DÅUEM Grain & Rice Ikvelopment Stabon

fh'ap

P.0.Box 19糾

IAe, Papua New Guinea

(I-j)払tionmap is shown in Appendix-5)

b) Total Are&of暮he Site

200 ha (Check P]飽Se)

2) Land PI℃Par&tion

All of the ProjectSite is govemmenta1 land

黄料14l



(2) ElectJicity, Water supply, TelephoJte, Drainage and other Facilities

B∝tricity,water supply and telephone were already provided in the Projectsite.

(3) Is tbeI℃ any lnrormatlon, statistics and data regarding geographtcal,
geo)oglCal, )neteorological, oceahOgraPJIical si暮uatioJIS, etC.

Of any, p血se attach也ose information)

ーー~~---~~1--------I---------ll----------I--I----I---------------------------------------I------____ll_______I____

~~--I-~-----------------I--I------I-------1I---------I---I------------I----------I---------_I_Ill-____-_-____ーー___

8･ Capabilities of the lmplementation Agency肝1ease describe the capabilities or
the agency to manage, sustain, and operate the Project)

(I) Cun.tnt Situation

Main key staff were already assigned and their technical以PaCities for operation & maintenance
is exce11ent･ But･ faciLides and equlPment are lackingand out or date for the Project.

(2) ProblemoftheAgency

There is no mult-purpose storage in RAP stadonand the 2KR,s rertiLizer have been exposed to

weather･ ERAP Station will be responsible For maintenance & operation the 2KR･s agncuJturd
machinery･ But, there is no garage and workshop for these machinery･

(3) Improvement Plan G[any, ple鮎e describein detail the contents or such aplan山at
wi】Jenable the Agency to handJe the projectmore ef[ecdve and e[ficienuy)

一------I----I-----I-I--I-----ll-----I------I----------I-I---I--------------一-I--ll-----I--------__I_____I____I___

I------I------I--I---I------I-------------------I---------I----I---I---------------I-I--------______I____ll__I__I

I----I--I-I-----I---I--I-----I---Ill--1---I1-----I_

9･ Oper如ion and MalhtenaTLCe Of the Prtlject

(1) Persohal (PleBLSefillin the numberofPersona))

Agency

Supervising Mnistry

Current When也e

1S con

Implementlng Agency Fod

y Responsiblen rectl

M弧agemen I

ⅢiAP S tation

Pers onal
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(2) Budget

(Unit:Klα泊)
Agency 1993 1994 1995

uPerVISlng DAlJ) ??? ??? ?

Implemenhng Agency Food M弧agement ??? ???

ERAP S tation ??? ??? ???

Drectly Resrx)nsible 1
,
299, 500 936,7(泊 1

,
276, 900

Personal

(3) TechnlcaI Abilltles of Local Staff

l) Please describe technical abilities or local staff operating the proj∝t

2) Please describe in detail educaLtiond background or those who aye in charge o[ the

operation and management or山e racililies and equlPnlent･

10. LIstofRel且ted Project

(I) PrtljectTitle

(2) N&me of Donor

(3) PmjectOudlne

(4) TypeofAssistahCe

(5) PmjectPeriod

(6) Rel&tlon with this pmject
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I I. Technjcal AssistaJICe

(1) Has technicalassistance been extend to this Project?

a) Yes b) No X

(2) Is technical assistance needed for the implementation of tMs Project?

a)
Yes X b) No

(3) If no, please Describe the I℃aSOrLS Why暮echlcal asslstaJICe ls not Jleeded
り

(4) If yes, pleBLSe fill ln below.

1) Short tern experts

The experts on the fo]lowlng fields are requ鶴ted･

Irrigationand drainageengineer ( 1person )
Ri∝ culdvadon.specialist ( 1 person )
mechanical englneer On agrO-machinery ( lperson )

2) Long ten experts

No need

3) Acceptance of trdnee

lrrigation and drainage ( 3persons
Agro-machinery ( 3 persons
Plant breeding ( 2persons
Soil ana)ysis ( 2persons

4) Project type techTLIcal coopemtion
Of needed, please describe也e proposed projectoutline)

Noneed

5) Japan Overseas Cooper如iorL VoltlnteerS

(Irneed, please describe the proposed s∝tor and related jnrormation)

Agriculturalcivil engineer

Mechanical engln既r
Plant breeding

ローhリ監】いnリ

闇
1

1

1

円
J
川
U
n
H
■
l
旧
れ
H
川
■
u

6) Development Suryey Prt)gramme (FeasibilityStudy andルbster plan)
(Irneed, pIG娼e describe山e outline or the I)rOPOSed development survey

progra…e. )

;i''川･-44



(5) Has an official reqtleSt fortechnical aLSSishnce been already made?

1) Yes 2) No X

3) If yes, please mehtioh the date of the I℃quest

4) If no, please describe the I℃aSO-1 Why the omcial request has yet

t)een made.

The request letter is in preparation now1

5) When will the request be made to the Embassy of Japan?

The requestwill be made as soon as possible a一tercomple山on o[ the prepara(ion･
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Appendix-1 Organization of DAL/ERAP AgriculturalSta(ion
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Appendix 2･1 List of lrrigation Facilities

Item Quantity UnitPrice

(Yen)

Amount

(Yen)

1

2

3

SubmersiblePumpSetforSeedProducdonFarm 1unit

1unit

2units

6,000,000

4,230,000

6,850,000

6,000,000

4,230,000

l3,700,000

[Capa.:1.2m3/minat40m(totalhead),Dia125mm]

SubmersiblePumpSetforDemonstrationFam

[Capa.:0.6m3/minat40m(totalhead).Dia80mm]

SphnklerlmgationSystemforSeedPrductionFarm:HMS-2D

4 SprinklerlnigationSystemforDemonstradonFann:HMS-2D 1unit 6,850,000 6,850,0(沿

Total 30,780,0(氾

E=JiBL:

ニ

5
Appendix 2･2 List of Seed Proce砧ing Equipment

No. Item quantity UnitPhce

(Yen)

Amount

(Yen)

1 SeedCleaningI-ineforRiceSeed(0.5-l.Oton/hr) lline 33,750,000 33,750,000

2 UnitTypeSeedCleanerrorO血erGrain(0.5ton/br) 1unit 12,2∝),000 12,200,000

3 WeightingandBaggiingLine(10-60kg/bag) lline ll,160,000 ll,160,000

4 Dryer(FlatTypeHD-180,Max.capacity800kg) 2set 550,000 1,100,000

5 TreaterSS-LA 2set 2,820,000 5,640,000

6 Compressor 1set 380,000 380,000

7 Cleaner 1set 950,000 950,000

Total 65,180,000



Appendix 2.3 List of Seed Laboratory Equipment

No. Item Model Quantity UnitPrice Amount

1 FiXedtbermosteticgerminater 112/TG-10 1 610,(氾0 610,(氾0

2 Constanttherm(冶taticgeminator 112-D/TGL-30LS 1 7,l40,α)0 7,140,∝氾

3 ThermStaticwatershaker B-603 1 9!X),(X氾 9父),(X氾

4 Grainsampledivider 103-B/urge 1 340,(X氾 340,∝氾

5 Seedcounter l32-C/DC-lUR 1 2,430,CXX) 2,430,α泊

6 Diss∝tingbin∝ulars KYOWA/SDZ-PL 1 360,CKX) 360,(X氾

7 Stalkbalance lO4l-B/200g 1 60,000 60.Oq

8 Directreadingbalance A盈D/ER_180A 1 370,(X氾 370,α氾

9 Ⅰnf■raredmoisturetester l904/FD-230 1 9fX),α氾 9父),(X氾

10 Dryingoven 3865/PSN-60 1 1,290,(X氾 I,290,∝氾

EE Seedrefrigerator MRP-311 1 510,(X氾 510,(X氾

12 Highpressuresoilsteri1izer 273/Horizontal 1 2,430,(X)() 2.430,(X氾

13 Steamstedlizer 3710-B 1 370,(X氾 370.(XX)

14 IAtX)ratOrySeedblower HF-I/757 1 910,∝氾 910,∝氾

15 Temperature&nx)istureindicato 140l-C 1 100,OW 1(刀,(X氾

16 Agrichemicalmixer VK-5 1 I,070,(X氾 1,070,OW

17 Graingrindingmill 4211ノWT-100

12-item

1

1

640,CKX)

2,l40,000

640,(X氾

l8

19

Microscopespeclmenmaking

lnStrumentSet

0

2,l40,(X氾

Bioligicalmicroscope EYOWA/83-483D 1 510,(X氾 510,(X氾

20 Microphc*ographicequlPment EYOWA/RFB-7 1 270,∝氾 270,(X氾

21 Jetwasber IJA-2S 1 3,740,∝氾 3,740,CKX)

22 I^b.glassdryer DO-TS

142/C-30(X)

1 1,020,∝氾 1,020,OW

23 UniversalproJeCtOr 1 43(氾,(X氾 4,300,㈱

24 Pboteolectiricwbitenessmeter 1 580,000 580,000

25 Grainmoisturemeter 149/ⅢR-4(X) 1 8父),(X氾 85X),(X氾

26 Strawfracturetester 135-C/TR-2S 1 410,α)0 410,(X氾

27 Diaphanoscope l33/Lenercic 1 140,CKX) 140,∝氾

28 Graincutter 137/Heinsdolf 1 160,∝氾 160.〔枯O

29 Ferilitycollnter HF/ll/95BGV 1 2,∝氾,∝氾 2,00O,(X氾

30 Fedlitycounter 132-C/DC-I 1 1,570,(X氾 1,570,(X氾

31 Testingricehuller l85-C/ST-50 1 6父),OW 6tX),CX)0

32 GrainVolume-weigbttester 127/Brauer 1 l70,∝氾 170,(XX)

Total 39,200,㈱
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Appendix 2･4 List of Equipment for AgriculttLr&l M&chhery & Storage Shed

三諌

芋
台

Itcn Model CⅡ了

(Yen)

EM BEREⅠNA MAPⅠuE Tぬ1

Qua血ity Amoult QuaⅠ止ity Anour[t Quaz[tity Amoud Qtuntity AmonⅠ止

I.Agricultural 60ⅠーPTractor M5榔DT 4,1∝ー,∝巾 4 16,400,()α) 1 4,1(札OW 1 4,100,00 6 24,600,0(刀

tnachi批ry Fronthader TⅠ_エⅠ6030 ulll.I 2 2,0(札仙0 1 1,000,∝拍 1 I,000,000 4

4

4

6

4,(氾0,∝氾

MaLnureSPreadcr MB2530 I,8(札000 2 3,600,∝沿 1 I,800,COO 1 1,800,COO 7,200,000

Broadcaster MBC5530 420,(伽 2

4

4

2

840,0(カ 1 420,0(氾 1 420,0(刀 1,680,000

Diskplow DDP263 690,(X氾 2,760,㈱ 1 690,000 1 690, 4,140,CKX)

RotaJytnler KT80 810,CKX) 3,240,(伽 1 810,(価 1 810, 6

4

3

4

4,8∝),∝巾

DriyehiLrrOW HL-280lB-3L 8∝),∝巾 l,600,∝氾 1 8(れoco 1 8(礼 3,2CK),∝氾

Powersprayer HD-l50P 1,200,(X氾 1 1,200,(XX) 1 1,2(刀,(X氾 1 1,200, 3,6(氾,CKX)

Combinehazvester

SpaLrePartS

sub_told

PRO4$l 6,5(氾,∝巾 2 13.000,∝沿

8,92S,∝氾

53,568,(X氾

1 6,5(礼(X巾

3,4&,∝氾

20,784,0(氾

1 6,500,00

3,4&,

20,784,0

26,∝K),0(沿

15,856,000

95,136,000

2.Vehicle SeⅣieeVebicle 2(XXkc 3,(X沿,CKX) 1 3,OCO,000 1 3,OW,(沿0 1 3.000.00 3 9,OW,000

Truck 5toEL 5,5(刀,COO 1 5,500,㈱ 1 5,5(沿,∝氾 1 5,500,00 3

4

1

6

16,500,0(沿

Trailerforharvester

Mobileworkshopcar

Tractorconnectedtrailer

1,350,∝氾

I,5〔沿,COO

1,500,

2

1

4

2,7CO,aX)

1,500,COO

6,000,(X)0

1

0

1

l350,000

0

1,500,000

1

0

1

1,350,(沿

0

1,5(刀,(刀

5,400,000

1,500,α)0

9,000,(沿0

Spareparts

sub-total

3,740,000

2ち440,000

2,270,(沿0

13,620,0(氾

3 2,270,COO

13,620,000

8,280,α)0

49,680,000

3.OtherequLpmeZIt 28,000,000 (I (I 28,000,0(泊

4.AdditionaLitemsrequestedbyErapStation 12,000,000 l2,000,0(氾

Total 116,008,000 34,404.0(氾 34,404,000 l84,816,000



Appendix 2･5 Additiona】 items requested by Erap Station

Ⅰtem M(山el CⅠF

(yen)

Note

1.Powerti11erwithritaryti11er

2.AttachmentfbrK120

ReVersibleplow

K120ⅩRK125

MR83N

DZ-2B-2

KRD-1αX)C

6W,(X氾

65,(X氾

Fudger 2l,(X氾

Paddywhee1 48,成X)

Cagewhee1 55,3(刀

Trailer 240,(X氾

3.Dickharrow 980,㈱

4.SeederETorpeanut 688,∝氾

5.Ricemillingunitwithcleaner 2,4(刀,αX)

6.Maizesheller KMS75(}OCR 670,㈱

7.Peanutshe■ller Fr-1 7(刀,∝沿

8_Paddydryer HD-360 920,OW

9.OileXpeller H-54 4,5W,α氾

10,Powermistduster ADM-40D 50,(X氾

ll.Handsprayer

Total

SH18 16,∝氾

ll,953,9W
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Appendix 2-6 List of Meteorological Irrigation Facilities

,..yt5f
芋
I

Ln

Ⅰtem Quantity UnitPrice

(Yen)

Amount

(Yen)

1 RemoteRecordingWindVane 1set 1,140,(X氾 1,140,CKX)

2 SteelPoleforSensorlnstal1ation 1set 186,∝X) 186,∝巾

3 InstrumentScreen 1set 194,(伽 194,(XX)

4 Evarx)rator 1set 122,〔X氾 122,000

5 Hydro-Themograph 1set 114,(X氾 114,(X氾

6 Max.-h4in.Thermometer 1set 51,(XX) 51,000

Total 1,807,OW



Appendix 3･1 L∝ation ofERAP Grain & Rice Development Center
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Appendix 3･2 Layout of Buildings

1. ROBBY

2.OFFICE

3. LAVATORY

4. LCX:KfR Rex)lI

5. STORAGE

6. PARTS STORAGE

7. CLASSR(X》1

8.EXERCISE RCXM

9. IMPLⅢvm SIiED

10.ト仏CHINm SIiED

ll.WCIRK Rex)M

1 2. WORKSHOP

13_SEED STOCK RCXM

14. COLD STORAGE

15.fDWER STATION

16.WORK AREA

17.DRY AREA

18.CAR CLEANING AREA

19.EIⅧN

20.DINI帖RW

21. LAtNDRY RCX3T･1

22.BED Rex)A

23.PAREING AREA

24.FLAG POLE

25. FENCE

26.GATE

Li:-
∴

L-･l

A.Main Office

B.Trainlng Center

C.Agricultural Machinery &

Equlpment Storage Shed

D.Workshop

E.Seed Processlng Room

ド.Storage for rice or grain

G.Storage for chem. fertilizer

H.Dormitory

Papua New Guinea Grain and Rice馳velopTKnt

StI℃ngLhening Project-Phase I

(Project for the Establis血ent of ERAP Grain
& Rice [わveloFrent Center)



Appendix 4 ProjectCost

≡

･k

Ⅰtem Quantity CiVilWork Building Equipment EngineenngFee Total

(Yen) (Yen) (Yen) (Yen) (Yen)

I.1ConstructionofFarm,Road,Welletc.

1.2Building

MainOfTice 680m2

.●●●●●●●.l

125,100,000

30,780,000

10,000,000

65,180,000

39,200,000

184,816,000

1,807,000

13317,000

TrainlngCenter 500m2 51,100,0(刀

AgriculturalMachineryShed 6(X)m2 61300,OCX)

Workshop 4(X)m2 40,9∝),000

SeedProcesslngShed 350m2 35,800,000

StoragerorRice&Grain 250m2 25,600,000

StoragerorChem.Fertilizer 300m2 30,700,000

Domitory

1.3Equipment

Ⅰrrigationracilities

TrainlngequlPment

SeedProcesslngEquipment

SeedⅠ』boratoryEquipment

AgriculturalMachinery&Vehicle

MeteorologicalEquipment

Others

350m2 64,400,000

Total 1∝),000,(X氾 434,900,000 345,100,000 120,(X沿,(X氾 1,∝氾,∝氾,000



Appendix･5 0rg&nl姐tion of Department of Agriculture &Livestock (DAL)

≡

な


	表紙
	まえがき
	調査地域位置図
	目次
	1.　調査の背景
	2.　パプアニューギニア国の概要
	2.1　一般指標
	2.2　政治・行政・外交
	2.3　国土・地勢・気候
	2.4　民族・宗教・言語
	2.5　経済
	2.6　財政
	2.7　公共投資計画(1995－1999)
	2.8　最近のオーストラリア政府の対PNG援助政策
	2.9　TRUKAI　INDUSTRY　PTY.LTD.

	3.　パプアニューギニア国の農業事情
	4.　ラバウル農村総合復旧計画
	4.1　事業の背景
	4.2　地区概要
	4.3　計画概要
	4.4　総合所見

	5.　パプアニューギニア穀物・米開発強化計画
	5.1　事業の背景
	5.2　事業計画地区の現況
	5.3　計画概要
	5.4　総合所見

	付属資料
	(A)　団員経歴
	(B)　調査日程表
	(C)　面会者一覧表
	(D)　収集資料一覧表
	(E)　公共投資計画1995－1999（PIP)の農牧省案件
	(F)　オーストラリア政府のPNG援助案件一覧表
	(G)　Terms of Reference （Draft）
	(H)　The Applecation Form for Japan's Grant Aid （Draft）




